
百人一首を英訳するpart.2-あなたの一首-　生徒英訳一覧　【1,3,5組】

生徒 英訳 日本語訳 解説とポイント 難しかった点

001　天智天皇
秋の田の　かりほの庵の　苫
をあらみ　わが衣手は　露に
ぬれつつ

秋の田の側につくった仮小屋に泊まってみる
と、屋根をふいた苫の目があらいので、その隙
間から忍びこむ冷たい夜露が、私の着物の袖を
すっかりと濡らしてしまっているなぁ。

1

I can’t help.
Mesh is fragile,
sleeves get wet,
I can’t help.
I can’t become good at them and
don’t have spirit.
This is because
I'm a
farmer.

しょうがない。苫の網目が脆いのも、袖が露で濡れてしまうのもしょ
うがない。 それらを改善することもできなければ、気力もない。なぜ
なら私は、ただの農民なのだから。

今回選んだこの歌は、天智天皇が自分が想像した農民の視点をもとに詠んでいる歌です。そ
のため、農民の視点と天智天皇の視点のどちらの視点で英訳しようかなと考え、今回は農民
の視点で英訳してみました。まず一番はじめに、「I can't help.」という「どうしようもな
い」という表現をすることで、すべてを諦めている農民の心情を表しています。I can'tや
don'tなど、否定的な語句を多用して、当時のどう頑張っても今の立場から抗えない虚しさを
リズムに乗せて表しています。最後の「This is because I'm a farmer.」という部分では、
苫の脆い場所を直したり、袖が濡れてしまうことを「農民だから」の一言で理由付けること
で、農民の「裕福になりたい」などの気持ちがないことや、当時の農民の辛さを表していま
す。

農民視点で英訳すると決めたときに、農民は自分の生活や環境についてどのように考えてい
るかストーリーを想像するのが難しく、とても苦戦しました。それ以前にも天智天皇の視点
でも英訳してみようと考えましたが、天皇と農民の感覚の違いを表し、立場の違いを明確に
表すのが非常に難しく、天智天皇視点は諦めてしまいました。

2

The spring was overed
Finally
I feel
The summer was coming over
Are hanging out
The white clothes
Are looking the
heavenly incense mountain

春が過ぎた/ついに/夏がようやく来たように感じる/白い衣が干ささっ
ている/あの天の香具山をみていると

春が過ぎてようやく夏が来た(待ち遠しかった)と思わせるためにfinallyをいれることでやっ
と来たんだなと感じさせるようにした。そこに英語で韻を踏んだりすることで(overとover)
より強く言うようにした。次の文でもingで韻を踏んだりあえて伝えたいことを後ろにするこ
とで強調を強めるようにした。

自分の知っている単語のみで伝えることが難しく前回の反省を活かして韻を踏んでみようと
したけどいまいちよくわからなかった。アクセントの位置にも注目して文を作ったけど改め
て野田先生はすごい人なのだと痛感した。この百人一首を作った持統天皇はどこのなにを一
番伝えたくて書いたのかをイメージしながらの作業が難しかった

3

Spring was leaving.
Summer might be coming.
White robes and my nails softly shimmering.
Green leaves and grasses brightly gleaming.
Our future will be shining.
Like today
Kagu is shining with our dreams.

春は過ぎ去ろうとしている。 夏がやってくるかもしれない。 白い衣
と、私の爪がやわらかくきらめいている。 緑の葉や草は明るく輝いて
いる。 私たちの未来は輝くだろう。 まるで今日のように―― 香具山
が、私たちの夢とともに光を放っているから。

明るい気持ちでいることを直接的な言葉以外で伝えられるように、輝かしい景色を並べてい
るところと、最後の文で「天香具山」という神聖な言葉に込められた意味を考えて訳したと
ころです。

リズムを持たせて英訳することと、最後の文を短く抑えることが難しかったです。

4

Spring is gone.
In “Amanokagu Mountain,”
white robes dance in the wind.
Summer is coming now.

春は去った。 天の香具山では、白い衣が風に舞っている。 今まさに
夏がやってきている。

「来にけらし」の訳し方。最初と最後の文で季節の移り変わりがより伝わる描写になるよう
にした。

5・7・5・7・7を英文でも感じ取れるようにしたこと

003　柿本人麻呂
あしびきの 山鳥の尾の しだ
り尾の ながながし夜を ひと
りかも寝む

夜になると、雄と雌が離れて寝るという山鳥だ
が、その山鳥の長く垂れ下がった尾のように、
こんなにも長い長い夜を、私もまた、(あなたと
離れて)ひとり寂しく寝るのだろうか。

5

I can't see my precious
Just time passing
I can't stand it
One lonely night to sleep
One never-ending lonely night

大切な人に逢えない/ ただ過ぎていく時間/ 私には耐えられない/ ひ
とり寂しく寝る夜/ 尽きることのない孤独な夜/

この百人一首は柿本人麿風呂（かきのもとのひろまろ）が山鳥の長くたれ下がった尾のよう
に、長い夜を想い人にも逢えずに独り寂しく寝ている場面である。今回の英訳は前回の授業
で学んだ内容を活かして、ただ百人一首を直訳するのではなく、柿本人の気持ちになって考
えて詩っぽくしてみた。柿本人はたった独りでこの長い夜を過ごすことに対して深い孤独感
や心細さを感じている。この孤独感を表すために4,5行目は「One~」を用いて「寂しく過ごす
様子」と「長く感じる夜の時間は終わりがない（際限ない）様子」を並列させて書いた。ま
た英訳を見ただけで作者の切ない気持ちが伝わるようにネガティブな単語や否定の単語を繋
ぎ合わせた。例えば「can’t」は「逢えない」「耐えられない」を表したり、「one」では
「lonery（さみしい）」「never ending（尽きることがない）」など１語で深い意味を表わ
し、柿本人の気持ちを読み手に連想させるのも面白い！と思って作成した。

今回の英訳は作者の複雑な気持ちを伝えるのが難しいと思った。百人一首を直訳するのでは
なく自分なりに解釈をして、さらに１歩深入りして「耐えられない」「尽きることのない
夜」など作者の気持ちになって考えることができた。リズム感を持たせるために1,3行目と
4,5行目を並列させて書いたが、どの文と作者の気持ちを並列させて書いたら読み手に伝わる
のか考えながら作成した。直訳はしない。でも自分の考えに深入りしすぎて文章の解釈が変
わってしまわないようにするのが難しかった。

6

I step out to Tago Bay
look mountain fuji
covered with pure white snow
and it's still snowing on that mountain

田子の浦に出て 富士を見ると 真っ白な雪が被っていて 未だに雪が降
り続いている

主語をIにして、自分に置き換えて英訳をした。 step outは出でての意味で軽く出る、ふ
らっと出るみたいな意味を込めた。 lookはみればの意味。 stillで未だに降り続けているこ
とを表現した。

英語に置き換えること（表現や文法的解釈など）「白妙の」の表現が難しすぎて諦めました

7

On a winter’s chill
I walked out to Tago’s shore.
Blue sea drifts into my gaze.
I looked up, and far away,
Mount Fuji, cloaked in white, stands still.
Even now, the snow is falling there.

冬の寒さの中で — 私は田子の浦の岸辺へ歩いて行った。 青い海が私
の視界に入ってくる。 私は見上げた、そして遠く、 白く包まれた富
士山が静かに立っていた。 今もきっと、あの頂には雪が降っているの
だ。

この和歌は、田子の浦にい出て富士山を仰ぎ見て、そこに雪が降っているのを感じる、とい
う筆者の感情が一切本文に乗っていない和歌なので、英訳する際もできる限り感情は出さ
ず、その代わり英語らしく環境描写を細やかにするように意識した。他に「,」を多く使い、
この英訳を読んでいるときに自然な同士の流れになるよう意識した。浦に出る→青い海を見
下す→仰ぎ見る→遠くを見る→富士山に雪が降っている。と目線の流れを意識した。

実際は、筆者も多くの感情を田子の浦と富士山の景色に感じているのだが、それを原文の和
歌は言葉だけで読み手にそれを想像させようとしている点が、英訳するときの一番の難関点
だった。

8

On a fine autumn day
View from the beach
Mt. Fuji as if covered with a pure white cloth
The snow is probably still falling on its summit.
As the season turns to winter

秋の晴れた日に　海岸から見る　真っ白な布を被ったような富士山
その山頂には今も雪が降っているだろう　季節が冬に向かっていく

　自分は、この一首の舞台は富士山の初冠雪であると考えたため、毎年、秋のはじめにみら
れる富士山の初冠雪を詠んだ歌であることをわかりやすくするために、最初に一文を「秋の
晴れた日に」とした。また、和歌の本文にある「白妙」という表現は、コウゾ類の木の皮の
繊維で織った純白の布のことなので、英訳では、より直接的な表現にして、情景が想起しや
すくなるようにした。「雪はふりつつ」という本文の表現も、海岸から見ているのであれ
ば、山頂に雪が降っている様子は実際には見えないはずなので、英訳では「雪が降っている
だろう」という解釈にした。

本文にある「白妙」の表現を英訳する際に、「白妙」という言葉をそのまま使うか、わかり
やすい表現に言い換えるかの、どちらにするかの判断が難しかった。また、今回の和歌は、
心情というよりも、情景を表現している和歌だったので、筆者がどのような心情でその和歌
を書いたのかを想像するのが難しかった。

005　猿丸大夫
奥山に　紅葉踏み分け　鳴く
鹿の　声聞くときぞ　秋は悲
しき

奥深い山の中で､(一面に散りしいた)紅葉をふみ
わけて鳴いている鹿の声を聞くときは､この秋の
寂しさが、いっそう悲しく感じられることだ。

9
In the depths of the mountains,
the sound of deer can be heard,
making autumn seem even sadder.

山奥では鹿の鳴き声が聞こえ、秋がいっそう寂しく感じられる。

この英訳を作るうえで一番こだわったのは和歌のおもしろさを損なわないことです。自分の
思う和歌の魅力のひとつとして婉曲的な言い回しによって生まれる「幅」があります。ここ
で「幅」は解釈の幅で読み手によって捉え方が異なるのが魅力だと思います。 野田先生の英
訳をみて自分も英語の詩風にしようかと考えましたが、「猿丸大夫」の和歌に「私」の解釈
が入ってしまうことで和歌の魅力が損なわれてしまうのではないかと思い自分なりに「多く
を語らない英訳」を目指しました。また、私は英語の詩に関する知識など全くない上に英語
力すら乏しいので英詩風にするのは技術的にも叶わないと思いこのような形になりました。

主語を隠すのが一番難しかったです。日本語と違い基本的に主語が省略されることのない英
語でなんとかはっきり主語を言わない形を目指しました。

10

The moon I see
even away from each other,
reminds me of home
where the same one could been seen

私が今見ている月は、遠く離れているけれど、私に故郷を思い出させ
てくれる、同じ月を見ることのできる故郷を。

前回の小野小町の英訳を踏まえてストーリー風に手順を追って英訳しようと試みた。最初は
メインの主語に「私」を置いて I wonder~という詠嘆の表現を使うことも考えたが、この和
歌のメインを月として考えて、月が私に故郷を思い出させるという表現にした。故郷を
Mikasaと言ってしまうともとの歌は再現できるが、英語にしたときにリズムが悪くなると感
じたのであえてhomeにした。本来はeven away from each otherというお互いに離れているけ
れどといった表現はないが、作者が感じたであろう月の特別さや故郷への思いを強調させよ
うとした。

前回の小野小町の英訳よりも音や響きの美しさを意識しながら英訳することができたが、自
分なりの解釈と、なるべく本来の歌を崩さないようにするのがやはり難しく、複数の英訳の
パターンを考えたが完全に納得の行く英訳はできなかったと感じた。小野小町の時と比べて
掛詞や暗示は少なかったが、単語のチョイスや感情の表現などのまた違った難しさがあっ
た。英訳するうえで作者の生い立ちや和歌が詠まれた時について詳しく知って自分なりの解
釈を作ることが改めて重要だと思った。

11

Thinking of the dear,longing home
looking at the wide,distant sky
The beautiful moon is rising
That must be the same one
that rose on Mt. Mikasa in Kasuga.

切ない思いで愛する故郷を想う、広く遠い空を眺める、美しい月が
昇っている、あれはきっと春日の三笠山に昇っていたものと同じなの
だろう

和歌を詠んだ時の作者の心情を表現することで、作者の境遇を多少想像できると考えて英訳
した。また、最初の二分でリズム感が良くなるように使う語を考え選んだ。

リズムを持たせつつ和歌から伝わるイメージを表現することが難しかった。

008　喜撰法師
わが庵は　都のたつみ　しか
ぞすむ　世をうぢ山と　人は
いふなり

私の草庵は都の東南にあって、そこで静かにく
らしている。しかし世間の人たちは(私が世の中
から隠れ)この宇治の山に住んでいるのだと噂し
ているようだ。

12

My hermitage is in the southeast of the capital
I am living peacefully like this
However, Only society has rumored
that I live in escape from a society that disgusts me
to this sorrowful mountain called Ujiyama
Even though I never once thought so

私の庵は都の南東にあります/こうして私は平穏に暮らしています/し
かし、世間だけが噂しています/私が嫌悪感を抱く社会から逃れて/宇
治山というこの哀愁の山に住んでると/私は一度もそう思ったことがな
いのに

解説: 我が庵＝my hermitage 都の東南＝in the southeast of the capital （capital:都）
このように＝like this 平穏に＝peacefully 暮らしている＝liveing 世を憂いて＝a
society that disgusts me （disgusts:嫌悪感を抱く、うんざりさせる） 逃れ住む＝live
in escape 宇治山（憂し山）[掛詞]＝憂し山こと宇治山＝sorrowful mountain called
Ujiyama （sorrowful:悲しい、哀しい、愁い） 世の人＝世間＝society いう＝噂する＝
rumored ポイント：私はそうは思っていない、という部分を強調したかったので、和歌には
直にその部分はないが英訳では入れた。また、対比を強調する「even though」を使ったり、
never,onceを両方入れることで「私はそうは思っていない」という部分をさらに強調した。
掛詞に「うぢ」という言葉があるが、英単語一つで表現するのは難しかったので、宇治山の
「宇治」とつらいという意味の「憂し」を両方英訳に入れた。世間のみは、の、のみを強調
したかったので、世間を表すsocietyの前にonlyをつけ強調した。ある程度和歌らしいリズム
が残るようにした。

世間はそう言っている、しかし私はそう思っていない、という部分を強調したかったので、
場面に適した強調の表現を見つけるのが難しかった。掛詞の部分は、原文のようにスマート
に表現したかったが、宇治山が実際の地名の上、日本ではその宇治山自体にイメージがあ
り、そのイメージも和歌の一部として成立する和歌だったので、どう表現するかがとても難
しかった。原文は世を憂いている”から”宇治山に逃れ住んだという意味だが、becauseなど
で表現すると直接的で堅苦しくなってしまうと思ったので、なんとかbecauseを使わず、かつ
日本語訳をして不自然にならないようにするのが難しかった。制作した英訳を日本語訳にか
けるとき、ちょっとした単語があるかないかや、文の順序を少し変えるだけで全く違う意味
になってしまったので、それをどう訂正するか、どんな単語に変えるかの選択が難しかっ
た。

13

This is that famous place
people going, people leaving, people who know, and people who
don't know each other
experience a repetition of partings and encounters
and that's exactly where I am.

ここがあの有名な場所である　行く人々、帰る人々、そしてお互いを
知らない人々　別れと出逢いを繰り返す　その場所に今私はいる

蝉丸は今あふ坂の関を眼の前にしてこの１首を読んだのではないかと考えたので、最後の一
文に「私は今ここにいる」という表現を入れて蝉丸視点でこの１首を読めるようにました。
あふ坂の関という表現を入れずに表現したところと、「行くも帰るも」の部分と「知るも知
らぬも」の部分はリズム感を意識しました。

一番初めにあふ坂の関という表現をいれるか、最後にいれるか、そもそもあふ坂の関という
表現をこの英訳の中に取り入れるかどうか、というのでとても悩みました。

14

Going and leaving , knowing and unknowing
Only meeting and just meeting
There are all things to meet
This is the everything in the Meeting Barrier

行くことも去ることも　知ることも知らないことも　ただ会うこと
ただ会うこと　出会うべきものはすべてある　これが「逢坂の関」の
すべてだ

・「行く」と「帰る」や「知る」と「知らぬ」、「別れ」と「逢う」と対比があること、
「も」で調子を整えていてリズミカルなことの2点が、もともとの和歌においての自分が好き
で大切にしたい箇所だったため、英訳してもこの2点が失われないように気をつけた。 ・
「行く」「帰る」を動名詞で表しingで調子が整うようにした。 ・知っている人
(acquaintance)・知らない人(stranger)と英訳するか悩んだが、 「知る」「知らぬ」の部分
も「行く」「帰る」と同様に動名詞にしing系にすることで、英訳後もリズムを保てるように
意識した。 ・元文の和歌の主旨として「様々な経路からのたくさんの人と出会うことができ
るところが逢坂の関である」があると感じたのでそのまま活かして制作した。

・発音が揃うとよりリズム良く読むことができるようになると思い、‐ing以外で揃えられる
部分を探したが難しかった。 ・‐ingの一辺倒の工夫になってしまったこと。 ・英訳に意味
をかけたり含めたりする和歌要素を入れられなかったこと。

15

This is it.
meny people
going
returning
know
unknow
meet
see off
This is the place
Osaka barrier.

ここだ/ 多くの人が/ 旅立つ人/ 帰ってきた人/ 知り合い/ 出会った
ことのない人/ 新たに出会い/ 見送る/ ここがその場所/ 逢坂の関だ/

｢ここだ｣などの逢坂の関を強調させることで来れた感動を表現しました。また、原文のリズ
ム感を大切に英語訳しました。

蝉丸特有の｢無常観｣の表現が難しかったです。リズミカルに｢行って、帰って、出会って｣の
部分で逢坂の動きを表現し、蝉丸特有の雰囲気を出すことが出来たと思います。

原文

004　山部赤人

002　持統天皇

もう春は過ぎ去り、いつのまにか夏が来てし
まったようですね。香具山には、あんなにたく
さんのまっ白な着物が干されているのですか
ら。

春すぎて　夏来にけらし　白
妙の　衣ほすてふ　天の香具
山

大空を振り仰いで眺めると､美しい月が出ている
が、あの月はきっと故郷である春日の三笠の山
に出た月と同じ月だろう。(ああ､本当に恋しい
ことだなあ)

田子の浦の海岸に出てみると､雪をかぶったまっ
白な富士の山が見事に見えるが、その高い峰に
は、今もしきりに雪がふり続けている。(あぁ、
なんと素晴らしい景色なのだろう)

田子の浦に うち出でてみれ
ば 白妙の 富士のたかねに
雪は降りつつ

これがあの有名な、(東国へ)下って行く人も都
へ帰る人も、ここで別れてはまたここで会い、
知っている人も知らない人も、またここで出会
うという逢坂の関なのだなあ｡

これやこの　行くも帰るも
別れては　知るも知らぬも
あふ坂の関

010　蝉丸

007　阿倍仲麻呂
天の原　ふりさけ見れば　春
日なる　三笠の山に　出でし
月かも



百人一首を英訳するpart.2-あなたの一首-　生徒英訳一覧　【1,3,5組】

生徒 英訳 日本語訳 解説とポイント 難しかった点原文

16

I couldn't wait to see you
so I decided to pick young greens
just then I noticed snow on my sleeve
But for you — like a princess
— I'm willing to do anything.

あなたに会いたくてたまらなくて、 君に若葉を摘もうと決めたんだ。
ちょうど摘んでいるときに、袖に雪がついているのに気がついた。 で
も、プリンセスのようなあなたのためなら、私はなんだってするさ。

二回目の英訳ということになり、野田先生含め、みんなの英訳を読み終えて、とにかく韻を
踏んでみたい気持ちが高まっていた。なので今回は韻を踏むことに注力した。greensをもと
に韻を踏みたいと思っていたのでその後もsleeve、princess、anythingと音とリズムが似て
いる単語を並べてみた。あと、この歌を読んだ時、素朴な光孝天皇が好きな人のこと思って
書いたのだと思うと、とても胸が高鳴ったのでメルヘンチックな英訳にしたくなりprincess
を入れてみた。

princessという単語を入れてしまうと、古き良き日本の表現が一気に欧米化してしまうと懸
念したが、それはそれで英訳ならではの醍醐味なのだろうかと少し葛藤があった。あと韻を
踏むことばかり考えて英訳していると、伝えたい意味に沿っていてかつ音が似ている英単語
を見つけるのがいかに難しいかがわかった。なので、先に音が似ている英単語を見つけてか
ら取り組めば、もっと英訳しやすくなると思った。
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Dear you
I have been picking young greens
Snow has been falling since morning
I feel warm when I thinking
of you

親愛なるあなたのために、春の野原で若菜を摘んでいます。雪も朝か
ら降り続いています、あなたのことを考えると暖かく感じます。

「我衣手に　雪は降りつつ」という文を深く解釈して、外は雪が降っていて寒いが、親愛な
るあなたを考えながら若菜を摘むと、心が暖かく感じて、雪が降り続けていることも気にな
らない。と考えたところがポイント。 また、はじめの「Dear you」と最後を「of you」と似
ている感じにすることではじめと終わりをはっきりさせた。そして「I have been 〜」と
「Snow has been〜」の語数を一緒にして、どちらとも現在完了進行形にすることで長い間外
で、’’あなたのために’’若菜を取っていることを感じてもらおうと思ったところ。普通
の現在進行形よりもずっと摘んでいたという雰囲気が伝わると考えた。また、和歌の中身に
いつから若菜を積んでいるのかわからなかったが、春の野、そしてあなたへの愛を想像しや
すいように朝からずっと摘んでいたという表現にした。

はじめと最後の音や雰囲気を合わせたいが故に最後の部分「of you」を無理やり区切ってし
まった感じがする。語数やまとまり具合を計算しながら作っていくことが難しかった。ま
た、「since」を使うか「for」どちらを使ったほうが読み手が場面を具体的に想像できるか
が難しかった。他に、和歌のイメージにあった英文法を選ぶことに迷った。
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As I go out to the spring fields to pick
young leaves to give for you,
snow was falling steadily on the sleeves .

あなたに贈る若菜を摘むために春の野原へ出かけると、袖の上に雪が
降り続いていました。

｢我が衣手に｣のところの解釈が｢私の着物の袖に｣となるので、英訳するときに｢of the
kimono｣と入れようか迷ったけれど、あまり詳しく英訳したら、読む人によって違った解釈や
捉え方になるといった和歌の良さがなくなってしまうと感じたため、あえて入れなかった。｢
雪は降りつつ｣のところの解釈が｢雪がしきりに降りかかってくる｣となるので、｢steadily｣と
いう｢着実に、だんだん｣といった意味を持つ単語を使い訳した。

｢雪がしきりに降りかかってくる｣のところを現在形にするか、過去進行形にするのかで悩ん
で、この和歌を実際に詠んでいるのは若菜を摘みながらであるため時制としては現在形が正
しいのだろうけど、日本語訳にしたときに｢雪がしきりに降り続いていました｣のほうが雪が
しきりに降り続いていたにも関わらず、あなたのために若菜を摘んでいたということと、若
菜を贈る相手のことを想う気持ちがより伝わる気がしたので過去進行形の形にした。

016　中納言行平
立ち別れ　いなばの山の　峰
に生ふる まつとし聞かば
今帰り来む

あなたと別れて(因幡の国へ)行くけれども､稲葉
の山の峰に生えている松のように､あなたが待っ
ていると聞いたなら､すぐにも都に帰ってまいり
ましょう｡
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I’ll leave you and move to Inaba.
If you wait for me like pine growing on Mt.Inaba in Inaba,
I’ll be back Immediately

私はあなたと別れ、因幡の国へ行ってしまいますが、もし稲葉山の峰
に生えている松のように私のことを待ってくれるのなら、すぐにそち
らへ戻りましょう。

まず、筆者の中納言行平は因幡の国の守という役職となったため、因幡の国へ行くことにな
りました。そのため、ただ行くのではなく｢引越す｣や｢転勤する｣といったニュアンスに近い
と考え、goではなくmoveかtransferにすることにしました。moveの方が一文を通して読んだ
時、リズム感が良かったのでmoveを採用しました。次に三行目についてです。すぐにそちら
へ戻りましょうという訳なら他にも多くありましたが、聞き馴染みのある人が多そうなので
印象に残りやすくなると思い、I’ll be backを採用しました。最後のimmediately の頭文字
が大文字になっているのは行平のすぐに戻りましょうという意思を印象付けるためと、各行
の最後の単語は全てIから始まっているため、統一感を出そうとしてみたという意図です。

前回の小野小町の訳よりも正確さは無くなってしまったと思ったので、もう少ししっくりく
る訳かつリズム感を意識した訳を作ることです。

017　在原業平朝
臣

ちはやぶる 神代もきかず 竜
田川 からくれなゐに 水くく
るとは

(川面に紅葉が流れていますが)神代の時代にさ
えこんなことは聞いたことがありません。竜田
川一面に紅葉が散りしいて、流れる水を鮮やか
な紅の色に染めあげるなどということは。

20

Leaves fall on the Tatsuta River,
wetting and deepening its crimson hue.
Will that one ever see
my burning, aching heart?

紅葉が竜田川に舞い落ち、 濡れてその深紅の色をいっそう濃く染め
る。 あの方はいつか気づいてくれるだろうか、 この燃えるように痛
む私の心に。

この歌は恋仲だった、清和天皇の皇后高子の屏風絵に添えられた「屏風歌」であったことか
ら、業平から高子への特別な思いを屏風絵に重ねて詠んでいるのではないかと思った。そこ
で「落ちてなお濡れてさらに赤く川を染める紅葉のようにあなたへの恋心は色褪せませ
ん。」と解釈した。 fall on:〜の上に落ちる wetting(濡らし)、deepening (深める) its
crimson hue それ（竜田川）の深紅の色合い⇒ 竜田川の鮮やかで深い赤色の色合い Will
（未来・疑問）＋that one（あの人・あの方）＋see（見る・気づく） my（私の）＋burning
（燃えるような）＋ aching（痛む）＋heart（心）

今回はメッセージ性の強い下の句をメインに英訳してみたが、そうするとオリジナルの神話
的な響きや「ちはやぶる」と「神代」のリンクがなくなり、物足りなくなってしまった。背
景などなしにして、初めて見て感じるこの和歌の魅力はちはやぶるから始まる勢いとリズム
だと思うが、英訳するとなると枕詞などは原文そのまま使うことが出来ず、少し残念だっ
た。和歌が詠まれた背景なども踏まえて英訳することができたので比較的わかりやすい英訳
になったと思う。原文は自然描写で心の内を表現しているが、英語では視覚描写と感情を一
緒に表現するのが難しかった。また、英単語でからくれなゐの日本特有の奥深さを表現しき
れなかった。
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My feelings are always one-sided.
I want to see you,
but you won’t come to see me,
not even in my dreams.
You are concerned about how others see you.
As if you didn’t care about me at all.

私の思いはいつも一方通行 私はあなたに会いたいのにあなたは夢の中
でさえ会いに来てはくれない まるで私のことなんかなんとも思ってい
ないように

この歌は平安時代の恋愛の現状がわかる歌で平安時代は女性から男性に合うことが許されて
いない。平安時代は夢と言うのが特別なものとされており、魂が夢の通い路を辿って相手に
会いに行くとされている。また夢に出てこなくなるのは相手が自分をなんとも思っていない
とされていたことから私の思いはいつも一方通行であると解釈した。My feelings are
always one-sided.と英訳することによりただただ自分の思いが一方通行なだけでなく自分は
相手に対して努力をしているというニュアンスにしたことによりより一層一方通行になって
いることを表した。

前よりも英訳と自分の日本語訳を関連付けれたが足りないと感じたのとそこが難しいかっ
た。
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Just the sound of the waves.
The wish comes in waves.
But I know.
You’ll never come today, would you?
Even in my dream,
are you care about public gaze?
You will never come today too.
Despite my wishes.

ただ波の音だけが響く。 押し寄せる願い。 でも私は知っている。 今
日もあなたは来てくれないのでしょう？ 夢の中でさえ人目を気にして
いるの？ 今日もあなたは来ない。 私の願いとは反して。

静かな夜に岸に打ち付ける波と何度も押し寄せる波を重ね合わせるために、名詞の波
“wave”と動詞の「押し寄せる」を意味する“wave”で表現を統一し、リズム感も意識し
た。また「波の音だけが響く」とすることで、会いに来るのを待っている側が、相手のこと
だけをずっと考えて想い続けていることを暗示した。さらに、あえて“You’ll never come
today, would you?”で「今日も会いに来てくれないのでしょう？」とすることで、来てくれ
ないことをわかっている反面、来てくれるのではないかという期待をどこかで抱いてしまっ
ているような様子を表現した。また、終盤の方で疑問符を続けることにより、会えないこと
によって相手の心境がわからず、心境を確かめたくて不安な気持ちを表現した。

説明にならないように、詩の良さを残して表現するのが難しかった。また、暗示されている
表現を表すのに文章が長くなってしまった。
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At Suminoe’s shore,
waves draw near,
even at night,
yet in dream's pathway,
do you avoid me still,
hiding from the world’s gazes?

住の江の岸に寄せる波のように、夜になってもあなたに近づきたいの
に、 夢の中でさえ、どうしてあなたは人目を気にして私を避けるので
しょうか。

◯住の江　大阪の地名。風情がある景色として昔から多くの和歌で詠まれている。◯「波が
岸に寄る」と「人に近づく」のダブルミーニング（掛詞）。◯夢の通い道　夢の中で会いに
行く道。和歌では恋人と夢の中で会うという表現がよくある。◯よるさへや　「夜さえも」
「寄るさえも」という意味を含む言葉遊び（掛詞・縁語）。

◯掛詞が多くて、一つの言葉に二重の意味がある。 「よる」＝「寄る（近づく）」＋「夜」
◯夢の通い路のイメージが現代では少し分かりにくい。 昔の人は、恋人と夢で会うことをリ
アルに感じていた。現代では夢で会ったとしても自分はその人に愛されているとはなかなか
思わない。

021　素性法師
今来むと　いひしばかりに
長月の 有明の月を　待ち出
でつるかな

「今すぐに行きましょう」とあなたがおっ
しゃったので、(その言葉を信じて) 九月の長い
夜を待っていましたが、とうとう有明の月が出
る頃を迎えてしまいました。
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You promised you’d come, and so I waited,
through the long autumn night, my heart elated.
But as the dawn began to break,
The morning moon was all awake.

あなたが「すぐ行くよ」と言ったから約束を信じて長い秋の夜、ワク
ワクした気持ちを落ち着かせながら待ち続けている間に、夜明けが始
まって朝の月が目を覚ましてしまった。

直接「彼は来なかった。」というのではなく、「朝の月が目を覚ました」と言うことで色々
な情景を一人一人浮かべやすいかなと考えた。（それぞれの解釈？）リズム感を出すために
語尾を「waited」「elated」にしたり「break」「awake」にしたりした。ただ夜待っていた
のではなく、秋の夜長を、彼のたった一言を信じて待っていたと言うところがポイントだと
思ったため、nightではなく「the long autumn night」に限定した。あえて「失望した、哀
しい」などは書かず、個々で解釈を楽しんでほしいなと思った。

原文の「待ちいでつるかな」の訳し方！彼は来なかった、ではなく朝の月がが迎えに来
ちゃったよ、の雰囲気を英語でだすのが難しかった。選んだ和歌が前回より少し解釈が簡単
めではあったけど、英訳を適切な長さに収めるのが難しかった。どこをポイントとして英訳
にいれるのか、厳選するのが難しかった。

023　大江千里
月見れば　ちぢに物こそ　悲
しけれ わが身ひとつの　秋
にはあらねど

秋の月を眺めてていると､様々と思い起こされ物
悲しいことです｡秋はわたしひとりだけにやって
来たのではないのですが。

25

When I look at the moonlight, I think endlessly about this and
that, and it makes me very sad.
Even though it is autumn like everyone else's, I felt somewhat
alienated.
Even though this autumn does not come only to me.

月明かりを眺めていると、あれやこれやと考え事が尽きず、とても悲
しくなる。みんなと同じ秋なのに、どこか疎外感を感じた。この秋は
私だけに訪れるものではないのに。

現代語訳や解釈したことをできるだけそのままの表現になるように英訳しました。「月見れ
ば」の月はmoonとmoonlightでどちらを使うか迷ったのですが、moonlightは訳した時に”月
明かり”になり、和歌の魅力を考えた時に感じた「月×秋」の物悲しさや儚さをより感じさ
せることが出来ると思い、moonlightを使いました。本文の現代語訳の「あれこれきりもなく
物事が悲しく思われる」の部分はdeepではなくendlessにすることで、終わりの見えない「果
てしなさ」を表すことが出来て、作者の感じた身の回りのものすべてが悲しく思われる様子
を表現できると考えました。「even though」には「〜のに、〜にもかかわらず」の意味があ
り、「私だけじゃないのに、私だけと感じてしまう」ような作者の悲しい気持ちを表現して
います。また、2回繰り返すことで同じ音を読むリズムの良さが出たり、少しでも韻を踏める
かなと考えました。野田先生の英訳のように具体的な表現を使うと読み手はイメージしやす
いと感じたので、細かい解釈（2行目）を加えました。疎外感を感じたと原文には一言も書い
ていないけど、あえて疎外感という言葉を使うことで作者がなぜ悲しく感じたのかを表すこ
とができると考えました。

野田先生の英訳を見て自分も音を意識しようとしたけど、上手く取り入れることが出来な
かった。ing等の同じ形の英語を使えたら韻を踏めると考えたが、上手く取り入れることが出
来なかった。同じ意味の英単語が沢山あるのにニュアンスが少しずつ違うため、どの単語を
使うとより作者の気持ちに寄り添えるかを考えるのが難しかったが、スライドに和歌につい
てまとめていたからそれを見て自分はどんな解釈をしていたのか思い出しながら英訳出来た
のため、英訳も解説も伝えたいことを書くことが出来たと思う。情報量を多くしようとした
ら文章が長くなって和歌としてあっているのかわからなくて難しかった。
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This trip was so sudden that I couldn’t prepare an offering.
But the beautiful red leaves on Mt.
Tamuke look like a gift.
I hope the gods will accept them.
I leave everything up to their will.

この旅はとても急だったので、お供え物を用意できませんなかった。
しかし、手向山の美しい紅葉は、お供えのように見える。 神様がそれ
を受け取ってくれたら嬉しい。あとは神様の思し召しにすべてをゆだ
ねる。

”気持ちを伝える”という部分に重きをおき、英語圏の文化には「紅葉を神に捧げる」とい
う感覚はないが、"hope" や "accept" を使えば、気持ちを伝えたいという素朴な心情が自然
に伝わると思いこだわった。さらに、原文では「もみぢの錦」という美しい比喩があるけ
ど、英語でそれをそのまま訳すと少しわかりにくいと感じた。「gift（贈り物）」にするこ
とで、神への気持ちの表現として伝わりやすくした。日本は多神教というのを踏まえ、gods
にしているところにも気をつけた。

この和歌を英語に訳すとき、一番難しかったのは、日本語独特の言い回しや文化をどうやっ
て英語で伝えるかという点でした。たとえば、「幣（ぬさ）」という言葉は、神様に捧げる
特別なお供え物ですが、英語にはぴったり同じ意味の言葉がありません。だから、
「offering（捧げもの）」という少し広い意味の言葉で訳すしかなく、日本の宗教や風習を
どう英語で表すかにすごく悩みました。 また、「もみぢの錦」という表現もきれいで好きな
のですが、直訳すると「brocade（錦織物）」みたいになってしまって、英語で言ってもイ
メージしにくいと感じました。なので、あえて「red leaves」や「gift」のようなわかりや
すい言葉を使って、気持ちやイメージが伝わるように意識しました。 そして最後の「神のま
にまに」も難しくて、「as God wills」みたいに訳すとちょっと宗教っぽくなりすぎてしま
う気がしました。だから、「I leave everything up to their will」という形にして、落ち
着いた気持ちで神様にゆだねている雰囲気を出すように工夫しました。 全体的に、日本語の
奥深い感情や情景をそのまま英語にするのは難しかったですが、大事なのは「気持ちをどう
伝えるか」だと思って、意味よりも心を込めた訳にするようにしまし
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On this sudden journey I make,
offerings I could not take,
but leaves spread like brocade,
so I will devote autumn leaves instead
at Mt.Tamuke, I calmly pray
Please, God, receive them in Your own way.

急な旅なので、お供え物は持ってくることができませんでした。しか
し、紅葉が錦のように一面に広がっているので、お供えの代わりに捧
げます。私は手向山で穏やかに祈ります。神様、どうかその紅葉を心
のままにお受け取りください。

小野小町の英訳共有で、野田先生やクラスメイトが所々で韻を踏んでいて、それが和歌にリ
ズムを付けることにもつながると思っていいなと感じたので、今回の個人英訳では韻を踏め
るように意識した。実際に、makeとtake、spreadとbrocadeとinstead、prayとwayとたくさん
韻を踏んで和歌にリズムをつけたのがポイントの一つ。また、最後の一文でより丁寧な言葉
遣いになるように調べたところ、大文字したりカンマをつけるのが適切だということが分
かったから、実際に使ってみたり、最初の文と次の文でI makeやI could not takeをあえて
後ろに移動することで、詩的な表現になるようにしたりと、最初に英訳したときよりも和歌
の意味や雰囲気を細部まで表現することができたところもポイントだと思う。

小野小町のときよりも読んだときの気持ちよさを意識した中で、韻を踏むことだけに目が行
き過ぎないようにしっかりと和歌の意味を汲み取れるような単語にするのが難しかった。実
際に、二文目のtakeで意味的にはbringのほうがtakeより適切かもしれないが、makeとの関連
を考えるとtakeでも全体的にはまとまりが出ると考えて、少しニュアンスがズレてしまった
こともあって苦戦した部分だった。また、こだわって調べれば調べるほど、いろいろな表現
方法があって奥が深いなと感じつつ、その中で自分の解釈にあったものにすることも難し
かった。

28

It's a pity
I bring no sacred cloth to dedicate .
But on Mt. tamuke
the maples are blooming
and blazing beautifully .
At least
Please accept this beautiful scene
a token of my grateful heart
At the mercy of the gods .

この旅は急ぎの出発のため神に捧げる幣を用意できず残念です。 しか
し手向山には紅葉が錦が燃えるように美しく咲いています。 せめてこ
の風景を私の感謝と思い、神の御心のままにお受け取りください。

詩の中で読み取れる神様への感謝と自然の美しさを大切にする気持ちを山が美しく色づく情
景で表現しているため読み手がそれをイメージできるようにストーリー的に解釈して英訳し
た。

リズム構成と語句選びが難しかった。また、幣や神のまにまにといったフレーズを英語でど
のように表現するかが難しかった。

今度の旅は急いで発ちましたので、捧げるぬさ
を用意することも出来ませんでした。しかし、
この手向山の美しい紅葉をぬさとして捧げます
ので、どうかお心のままにお受け取りくださ
い。

024　菅家

住の江の岸に打ち寄せる波のように (いつもあ
なたに会いたいのだが)、 どうして夜の夢の中
でさえ､あなたは人目をはばかって会ってはくれ
ないのだろう。

住の江の 岸に寄る波 よるさ
へや 夢のかよひ路 人目よく
らむ

018　藤原敏行朝
臣

あなたのために春の野に出て若菜を摘んでいま
したが､春だというのにちらちらと雪が降ってき
て、私の着物の袖にも雪が降りかかっています｡
(それでも、あなたのことを思いながら、こうし
て若菜を摘んでいるのです)

君がため　春の野にいでて
若菜摘む　わが衣手に　雪は
降りつつ

015　光孝天皇

このたびは　ぬさもとりあへ
ず　手向山　紅葉のにしき
神のまにまに
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029　凡河内躬恒
心あてに 折らばや折らむ 初
霜の 置きまどはせる 白菊の
花

無造作に折ろうとすれば、果たして折れるだろ
うか。一面に降りた初霜の白さに、いずれが霜
か白菊の花か見分けもつかないほどなのに。

29
White frost, White chrysanthemum. I can’t quite tell.
Still, I might just snap a stem, on a whim

白い霜か白い菊かよく分からないけど、まあいいか、一本くらい、あ
てずっぽうで

white frost, white chrysanthemumという語の並びでリズムよく表現した。白い空間で花と
霜の区別もつかなくて、綺麗だけどどこが何なのかわからないという風景の描写と、折って
しまうかそうしないかで迷っているはっきりしない感情を同時に表している。見分けがつか
ないという判断のできない不安定な状態なのに、あまり深刻に考えずに「当てずっぽうでい
いか」という曖昧さや気の軽さを表している。曖昧なままでもなんとかなるだろうという気
持ちを表現した。

「心あてに」の表現が難しかった。直訳すると細かい意味が少しズレていることがあって最
適な英語を見つけるのが大変だった。折ろうか折らないかという断定していないふわっとし
た表現の仕方が分からなかった。英語にすると白菊や初霜という日本ならではの美しさがう
まく表現できていないような気がして難しく感じた。

030　壬生忠岑
有明の　つれなく見えし　別
れより　暁ばかり　憂きもの
はなし

あなたと別れたあの時も、有明の月が残ってい
ましたが、(別れの時のあなたはその有明の月の
ようにつれないものでしたが) あなたと別れて
からというもの、今でも有明の月がかかる夜明
けほどつらいものはありません。

30
I am waiting for you
Since that down when we parted, the lingering moon looks lonely
Dawn became a time of melancholy, it reminds me of you

私はあなたのことを待っている/別れたあの夜明けから、残る月がそっ
けなく見える/暁ほど憂鬱な時間はない、あなたのことを思い出させる

この詩は恋愛の詩で未練があるような内容だったので、感情と時間帯に着目した。夜明けは
普通まだ寝ている時間であるのに対して、別れた日から同じ時間帯に月を見て憂鬱な気持ち
になっていたので、別れた相手のことを待っていると解釈をした。最後の「it reminds me
of you 」の訳が「あなたのことを思い出させる」で、思い出したくないけど暁を見るたびに
嫌でも思い出してしまうような表現にした。 暁→夜明け前　別れより→その時から　憂き→
つらい

前回よりも内容を掘り下げていって自分なりの解釈を考えるのが難しかった。3つの文の並べ
る順番など、全体のバランスを見るのが難しかった。

31
Why do the blossoms fall,
as if restless in their hearts,
even on a tranquil spring day bathed in gentle sunlight?

穏やかな陽光に照らされた穏やかな春の日でさえ、なぜ花は心が落ち
着かないかのように散ってしまうのだろうか。

和歌の繊細な感情と春の穏やかな景色を表すことに気をつけながら作りました。「Why do
the blossoms fall」という問いかけは、花が散る理由を素直に伝え、dieなどの表現よりも
柔らかい雰囲気になるように作りました。 また、「as if restless in their hearts」は
「しづ心なく」詩的に花の心のざわつきを感じるように工夫しました。 「even on a
tranquil spring day bathed in gentle sunlight」は、和歌の春の日の穏やかさと優しい光
を美しく表現しました。そして、全体的に自然で読みやすく、原詩の雰囲気から離れないよ
うにニュアンスを意識しました。

「花びらが心の中で落ち着かない」という表現は、言いすぎずに気持ちを伝えるのが難し
く、言葉選びに悩みました。また、「穏やかな春の日差し」と「不安定に舞う花びら」のよ
うに、反対のイメージを一つの場面に入れるのも苦労しました。きれいな景色の中に少しだ
け不安を感じさせたいと思い、そのバランスが難しかったです。そして、英語に訳すとき
も、直訳ではうまく伝わらないことが多く、「restless in their hearts」など、自然に聞
こえる表現を探すのが大変でした。

32
On a tranquil spring day,
the cherry blossoms scatter hastily.
Why don’t they be relaxed?

春の日が射すのどかな日、 桜の花は慌ただしく散っていく。 なぜの
びのびとしないのだろうか。

「しづ心なく」には散る桜を人間のように見立てる擬人法が用いられているので、those（そ
れら）ではなくthey（彼ら）を使った。また、他でも桜を人間に見立てた表現にするために
relax（のびのびとする）を使った。

英語で擬人化は伝わるのかよくわからなかった。擬人化の表現のためにあえてtheyという代
名詞を使ったけど、そのtheyが桜の花を指しているのが伝わるのか、はたまたそのような使
い方をしていいのか曖昧だった。

33

On a spring day,
the sunlight is shining gently,
while the cherry blossoms are falling restlessly.
Why are they doing that―?

ある春の日に、日の光がとても穏やかに射している。一方で桜の花は
落ち着きなく散っていく。どうしてなのだろうか…。

二行目と三行目で文の形をそっくりにして対比させた。gentlyとrestlesslyで穏やかと落ち
着かないと意味の対比。そして、ing、lyで韻も踏んでみた。はじめに、抽象的な春の日を表
し、次に日が照る空を表し、次に、桜の花が散る様子と視点の移動を意識してみた。最後の
一文では―も用いて、余韻を表すのと同時に読み手に想像をさせるような表現を使い、日本
の句のようになるようにした。

対比や韻を踏むなどの技巧を入れるのが難しかった。また、前回以上に直訳しにくい句だっ
たのでとても難しかった。

34

How sunny today is.
Spring sun makes a scene here,
but blossoms are fading so quickly.
they don’t have a calm mind?

今日はなんて晴れたのだろう。 春の陽光がここを彩っているが、 花
はあっという間に散ってしまう。 心穏やかではないのだろうか？

和歌では桜を擬人法を用いて表現していたので、英訳ではtheyを使って人としても解釈でき
るようにした。「久方の」が枕詞になっていたのでhowを使って和歌の雰囲気に合うよう感嘆
文にしてみた。

和歌に合う英単語を探すのが難しかった。英訳にするときに日本語と文法が全然違うのでど
んなふうに英訳すれば良いか迷った。

35

In a spring day
covered by sunlight,
cherry blossoms fall brightly
like in hurry,
losing their beauty,
though be lonely

陽光に覆われた春の日、桜の花は慌てたように鮮やかに散り、美しさ
を失っていく。孤独になってしまうのに。

柔らかな春の日差しの中を、桜の花びらが散っていく。こんなにのどかな春の一日なのに、
花びらはどうしてこんなにあわただしく散っていくのか、静める心はないのか、という桜の
散っていく視覚的な華やかな情景を表しつつ、その裏に隠れた花びらが散っていく寂しさ、
悲しさをを表現している歌である。作者である紀友則は遅咲きの官吏として知られており、
苦労人であったことがうかがえる。紀友則はせっかく咲かせた花を簡単に散らせてしまう桜
の姿に、哀れみを感じたと考えられる。 以下工夫点 ・この歌の主役は桜を見る人ではな
く、散っていく桜だと思う。詩の主語を「cherry blossams」にすることで、それを強調して
いる。 ・これは人が見た情景ではなく、ありのままの景色を示した歌である。詩の中の感情
や人間の動作を表す表現を省くことで、それを表している。 ・前半では散る桜の華やかさ、
後半ではその虚しさを対称的に表現し、メリハリを持たせた。 ・in vein を文末に入れるこ
とで、鮮やかな情景と対象的な筆者の心情を表した。 ・「like in hurry」と省略し、リズ
ム感を損なわないようにした。 ・3から5行目まで文末を「～y」にすることで、詩にリズム
感を持たせた。 この立て続けに続くリズム感によって、桜の散り急ぐ様子を表している。

・和歌に描かれていない作者の心情や情景について想像し、詩に起こすこと。

36
On such a gentle spring day,
only the cherry blossoms seemed afraid of the silence.

こんなに優しい春の日に、桜だけが静けさを恐れていた。
穏やかな春の情景と、そこに相反するように散り急ぐ桜の姿をはっきりさせた。onlyによっ
て桜の花が強調されるようにした。seemedによって「実際におそれていた」ではなく「そう
見えた」と、情景描写に曖昧さを足した。

「優しい春の日」は、単に暖かいとか明るいなどではなく、包み込むような優しさを示して
いると解釈したので、その単語をどうしようかが難しかった。また、「静けさを恐れてい
た」という表現は日本語では自然だが英語では異質な存在なので、不自然にならないよう気
をつけた。

37
When the sun paints the world with warmth and joy,
restless petals are falling-why ?

太陽が世界を温もりと喜びで彩るとき、落ち着きなく花びらが舞い
散っている──どうして？

ひさかたのは枕詞で光のどけきにかかっているが英語でそれを表すのは難しいと
枕詞をどのようにして伝えるかという点。本文明確に書かれていない感情や情景をどこまで
詳細に書き込むかという点。読み手の想像を制限しない程度か伝えたいことがブレない塩梅
を探すのに時間を使った。

38

Long I have lived.
One by one,
they disappeared— like dusk swallowing the day.
No voice remains. No heart responds.
Who is left to call a friend?
The pine of Takasago still stands, but it knows nothing of my
past.
The wind through its boughs whispers only silence.

　長く生きてきた。 一人ずつ、彼らは消えていってしまった。 まる
で夕闇が昼を飲み込むように。 声は残っていない。 心は応えない。
友と呼べる者は誰なのか？ 高砂の松は今も立っているが、 私の過去
を何も知らない。 枝を吹き抜ける風は、 ただ沈黙を囁くだけだ。

原歌では直接「長寿」を語っていないが、昔の友ならなくにという詩の一説から長生きしす
ぎてしまったということがわかるので冒頭でLong I have livedと記して明確にした。 One
by one, they disappeared—like dusk swallowing the day. の表現 one by oneは、友人た
ちが静かに、順番にこの世を去ったという悲しみをあらわしている。dusk swallowing the
dayは、時間の経過と人生の終わりを表している表現である。百人一首では「高砂の松」が変
わらずあることで「変化したのは人間だけと書かれているがここでは光の変化の比喩表現で
時間経過の残酷さを表している。 知る人にせむ（心通じる人を誰としようか）という原歌の
問いかけを、No heart respondsという英語でより直接な英語で端的に表現している。また、
Whoを使って疑問系で友と呼べる人は誰なのだろうかとすることで、作者本人の悲しみを最大
限に表現している。 knows nothing of my pastは、松という自然の存在に記憶や感情が一切
ないことを明確にし、友としての資格のなさを描いた。本文の中での高砂の松はずっと一緒
にいたが、友ではないというところをしっかりと表している。 The wind through its
boughs whispers only silence. のポイント 風や松は感情を持たないので作者の孤独をより
一層強めるために松と風を利用した。whispers only silenceでそばに友がおらず風と松しか
ない作者の悲しさを表した。

元の文の「松も昔の友ならなくに」は、直接「寂しい」とは言わず、友ではないと表現して
いたのでこれを英語にする際、not a friendなどでは直接すぎる印象になるので、私の過去
を知らないという英訳で友とは言えない距離感を表現しました。そう言った直接的に翻訳で
きない部分があったのが難しかった。 難しかったこと　箇条書き 百人一首の独自のリズム
を壊さない様に端的な英語を書くこと。 高砂の松という自然のなかに、孤独を重ねるのが日
本人的な表現ならわかるが、英語で表現することが難しい。 百人一首は抽象的なものが多い
ので、自分で解釈を噛み砕いて考えていく工程が難しかった。直接言わないで深く伝える日
本語の特徴を英語で壊さない様にすることが難しかった。

39

My cherished friends have aged, and all have flown,
Ask yourself, alone and lonely, who are you going to be friends
with?
I have been with this green pine of Takasago for a long time,
but we are not friends yet.
No time to worry about it.

私の大切な友達は年をとり、みんな飛び去ってしまった。｢あなたは誰
と友達になるつもり？｣と一人で寂しい自分に問いかける。私と高砂の
松は

”松”は四季を通じて緑を保つことから、「不老長寿」や「永遠の繁栄」を象徴している。
これより、孤独のなかでも必死に生きようとする筆者の気持ち、また、友人に一人取り残さ
れた孤独に対する嘆きをこの英訳に込めた。 そして、flownとalone、beenとgreenなど韻を
ふむことでリズムを良くしている。

前回、小野小町の一首を英訳した際は、直訳をしすぎて、本来の一首の良さを出し切ること
ができなかった。そのため、今回は自分なりの一首への解釈を深めて、それを英訳に散りば
めた。また、リズムをよくするために韻を踏むのがとても難しかった。

40

I am becoming stupid bit by bit
little by little,the surroundings become quiet
Takasago pine cannot walk side by side
Step by step,will I be able to move on
Even as I think of this,
day by day, the connections are being lost one by one.

私は徐々に愚かになっている/少しずつ、周りは静かになってゆく/高
砂の松は並んで歩くことはできない/私は一歩ずつ前に進むことができ
るだろうか/こう考えている時でさえ、/日々、縁は一つずつ失われて
ゆくというのに。

・~by~という形を用いてリズム感を表現した ・孤独な興風の様子を友を求めていることから
愚かと表現した ・友が次々と亡くなっていったことを周りが静かになるということで暗示さ
せた ・高砂の松が持つ「長寿」という特別な意味を英訳に加えるために「松」ではなく「高
砂の松」にした。

・友を失い、孤独になってしまった興風の気持ちをどのように表すかということ ・~by~とい
う形でリズム感を表現したのでどういう意味で英訳に組み込むかということ

こんなにも日の光が降りそそいでいるのどかな
春の日であるのに､どうして落着いた心もなく､
花は散っていくのだろうか。

久方の　光のどけき　春の日
に　しづ心なく　花の散るら
む

033　紀友則

(友達は次々と亡くなってしまったが) これから
誰を友とすればいいのだろう｡馴染みあるこの高
砂の松でさえ､昔からの友ではないのだから｡

誰をかも　知る人にせむ　高
砂の　松も昔の　友ならなく
に

034　藤原興風
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41
Have your feelings faded away? I don’t know.
the plum blossoms—constant, unlike you—still waft their
unchanging scent.

あなたの気持ちは色褪せてしまったのですか？私には分かりません
が。 梅の花は -あなたとは違って -その変わらない香りを漂わせてい
ますよ。

気持ちの変化について、「自分にはわからない」と付け加えたり、ー〜ーという挿入部分を
作ることで皮肉さを表現しました。元来の和歌では香りを用いて比較していたので、「心も
知らず」の部分の英訳に「色褪せる」という香りにもつかえる言葉を用いました。

裏話の存在も含め、少し皮肉めいた和歌にしたいと考えていたので今までの生活で一度も考
えたことのない皮肉交じりの英文を作ることが難しかったです。紀貫之の時代の和歌におけ
る「花」は「梅」という理解があったけれど、現代では特にイメージを持っているわけでは
なく、その上英訳となると「花」という表現を用いるべきか「梅」としてしまうのが良いの
かを見極めることが難しかったです。

42

You may not be thinking about me anymore.
By the way,in my hometown,
plum blossoms are blooming beautifully
without withering.

あなたはもう私のことを想っていないかもしれない。ちなみに、私の
故郷では、梅の花が枯れることなくきれいにさいています。

私は、この和歌は作者か昔の恋人に対する切ない思いを表現しているとかんじたので、「人
のこころはわからない」と直訳せずに、「あなたはもう私のことを想っていない」とひねり
を加えたところが最大のこだわりポイントです。

作者の気持ちをわかりやすく反映する点

43

People are visiting for the first time in a long time.
I guess you forgot about me, too.
Only the flowers smell as good as they did before.
Your mind has changed.
The flowers' smell hasn't changed.

久しぶりに人が訪れている。あなたも私のことを忘れてしまったよう
だ。花だけが以前と同じように良い香りがしている。あなたの考えは
変わった。花の香りは変わっていない。

この詩は久しぶりに訪れた紀貫之に宿主がこの場所を忘れてしまったのではないか。と言う
が、それに対してあなたも私のことを忘れてないですか。花の匂いは変わらないのに。と
言って場面であり、人の心と花の匂いが対比されているので、同じ動詞を使って対比を表現
したところ

久しぶりに訪れているということを言わないと、なぜ忘れているのかわからないので、読み
手に情景を想像してもらうために追加の一文を加える必要があったところ。また、同じ意味
で違う単語のものがいくつかあるので、何が一番しっくりくるか考えたところ。

44
What about you
This familiar place hasn't changed at all
Only the scent of plum blossoms

あなたはどうでしょうか。昔馴染みのこの場所は変わっていません
よ。梅の花の香りだけは。

昔よく行っていた場所にしばらく行かなくなって、久しぶりに行ったら物事は変わっている
が古くからの大切な場所は残っているという意味のもと、英訳をした。まず初めに「あな
た」(紀貫之)はどうだったのかと問いかけを行い、このふるさとは昔ながらの梅の花のいい
香りだけは残っているという倒置法を使って表現した。今も変わっていないことを強調する
ために現在完了形を用いた。

最初に問いかけを行うことで後の表現をどうするべきかに悩んだりこの和歌で重要な「人の
心」と「ふるさとの花」をどう組み合わせるかに時間をかけた。

45

Who knows your heart anymore?
But the flowers in our hometown
still bloom with the fragrance
I remember from long ago.

もう、あなたの心なんて誰にも分からない。 けれど、私たちのふるさ
との花は、 今も変わらず咲いていて、 昔のあの香りを思い出させて
くれる。

感情的な距離感を表すために「誰にもわからない」という心のすれ違いを、やや強めの口調
（疑問形）で表現した。“anymore” を入れることで、「かつてはわかっていたけれど、今
はもう分からない」というニュアンスを込めた。ふるさとの表現に“our” を使うことで、
かつて二人が一緒にいた思い出の場所としての意味を強調した。ただの場所ではなく、「心
のふるさと」としての情緒を含めた。「花」と「香り」を詩的に訳すために「still bloom」
を使うことで時が経っても変わらない存在を表現した。“the fragrance I remember from
long ago” で、香り＝記憶・懐かしさ・感情の象徴とした。

「いさ」が「さぁ、どうかな」という曖昧な表現であるのに、英語で微妙なぼかしの表現が
ないことから、直訳では曖昧すぎて感情が伝わらないこと。「にほふ」は視覚、嗅覚２つの
意味があり、それにあった英語がないから香りと咲くを合わせて表現した。前回の和歌の英
訳で、リズムをあまり意識できなかったので、今回の英訳ではリズムをつけられるように工
夫するのが難しかった。

46

Hearts may change
but like this plum
still blooms here
still waiting for you
Come home
whenever you need

人の心は変わってしまう でも、この梅の花のように ここで花を咲か
せて あなたを待っているものがある 帰っておいで あなたが必要なと
きはいつでも

「 人の心は変わりやすいけど、ずっと変わらないものもある」とほっとするような安心感の
ある詩である。plum「梅の木」は、春の訪れで新生活を迎えることや環境が大きく変わる時
期であることを表すと同時に、春になってここに来れば、ずっと変わらずに咲いているも
の・故郷の象徴を表す。stillを繰り返し使うことで、リズム感を出し、また、「変わらずに
あること」を強調している。そして、最後のCome here whenever you needで「必要なときは
いつでも帰っておいで」と呼びかけるようにすることで、帰る場所があるという安心感を表
現した。

英語にして長くなってしまう文章を、簡潔に短く、リズム感を出して表現することが難し
かった。また、意訳になりすぎてしまってもとの文の良さが薄れてしまわないかが難しかっ
た。

47

Welcome back.
I don’t know that your old heart changed into your new one
after you went to the city.
But, Blooming flowers are very beautiful and have a good aroma
in our hometown as before.
I think that your heart doesn't change the same as flowers
forever.

おかえりなさい。 都会に行った後、あなたの古い心が新しいものに変
わったかどうかは分かりません。でも、私たちの故郷では、今も昔も
花が咲き誇っていて、とても美しく、良い香りが漂っています。あな
たの心も花のように永遠に変わることはないと思います。

この歌は、紀貫之が久しぶりに故郷に帰ってきた歌で、紀貫之の心が花のように永遠に変わ
らないことを強調した文にしました。紀貫之の心は絶対に変わらないという意味でyour
heart doesn’t change the same as flowers forever.と英語で表現しました。

紀貫之の心が永遠に変わることがないと英語で表現するのが難しかった。

48

Hearts,
Do they stay? Do they stray?
But plum blossoms,
still the scent,
still the place,
still the bloom of yesterday.

心は、 留まるのか、 それとも去るのか？ しかし梅の花の香りは変わ
らず、場所は変わらず、 昨日の花のように咲き続ける。

久しぶりに長谷寺に訪れた際に、長い間来なかったことを皮肉交じりに指摘され、「梅の花
は変わらないのにそんな事を言うなんてあなたは変わってしまったのですね」と返した和歌
であり、そのことから「知らぬ間に変わってしまった人間の心」と「昔と変わらない梅の
花」の対比を表していると考える。また、知らぬ間に変わってしまった悲しみも含まれてい
る和歌であると考える。 英訳のポイントは「Hearts, 〜」「But plum blossoms, 〜」と人
の感情と、梅の花について別々に書くことによってそれぞれの特徴を掴むことができるよう
にした。そして、人の感情について書いている部分では「Do they 〜」と、梅の花について
書いている部分では「still the〜」と繋げたことでリズム感を出した。また、梅の花につい
て多く書き、変わることの無い梅を強調させることで、筆者の伝えたい「梅は変わらなかっ
たのにね」 というような皮肉を伝えるようにした。

どのような文にすれば、皮肉を込めることが出来るのかについて悩んだ。梅の花との対比は
人の「心」なのか「感情」なのかについても悩み、「心」を選んだ理由としては作者が変
わってしまった皮肉として伝えたいのは「心」であり、「感情」は変わりやすいが一時的に
変わるものであり、長い年月を得て変わるのは「心」であると考えたから。

49

It is hard to keep our hearts unchanged
That’s why we became estranged
But we don’t have to become deranged
Because the scent of this tree unchanged

人の心が変わり疎遠になってしまうのは仕方がないことです。でも取
り乱すことはない。なぜならこの梅の花の香はいつまでも変わらない
のだから。

文末をすべて-angedの音にすることで、リズム感が出るように英訳した。また、文頭と文末
を揃えることで語感も良くしている。ほかにも宿主と貫之が疎遠になっていたという背景を
端的に表すため、unchangedとも韻を踏めるestrangedを用いた。

五七五七七のリズムに構成することが難しかった。他にも-angedで韻を踏むことができるか
つ文章として意味を通す単語を探すのが難しく、dereangedを用いたが、錯乱するという意味
になり、意味を汲み取らなければ分かりづらいものになってしまった。また、紀貫之の余裕
を感じさせるように、できるだけ短くまとめようとすることも大変だった。

50

A summer night
still evening, yet
the sky already pales to dawn.
Where now does the moon repose,
lost behind the drifting clouds?

夏の夜、まだ夕方なのに 空は既に夜明けに向かって 青白くなってき
ている。 月は今、流れゆく雲の後ろの 何処で安息しているのだろ
う？

「夏の夜は」をそのまま訳して 原文のスッキリ感を出そうとし、 清原深養父の、「えっも
う夜明け！？」感が出るように、“夜が明けた”などではなく“まだ夕方なのに”と表現し
てみた。

小町のときと違い、景色や感情をストレートに歌っている分、盛り込める解釈や要素が限ら
れていて難しかった。この表現なら使えるかも？となっても、他の和歌とは違うストレート
さを残したかったので、あまり遠回しな表現は選べなかった…。

51

I viewed the sky in night,
the light was gone
that from our satellite
before it was known.
I saw the dawn’s first light.
The summer night ends is so quickly

夜空を見上げていると、気づいたら月からの光は無くなっていた。夜
明けの光を見た。夏の夜が終わるのは本当に早い。

まず、脚韻を意識して二行ずつの終わりの単語が韻を踏めるようにした。韻を踏むために
「月」を「私たちの衛生」と書き換えたり、「before I knew 」が一般的な表現だが
「before it was known」と書き換えた。また、その中でも五行の文体系は崩さず一行の長さ
や単語などリズム感が残るように意識した。小野小町の英訳の時よりも意味や情景の理解に
重きを置いて、ただの日本語の役になりすぎず、ただ和歌としての魅力もなくなりすぎない
よう意識した。

まず脚韻を踏むことが難しかった。今回は意味的、文法的によく伝わりやすいかよりも、リ
ズムや脚韻など英詩として美しく面白いものであるかを意識したので完全に文法的に正し
く、読みやすい文章ではなくなってしまった。次に内容理解で、ただの自然の描写でも月が
雲に宿をとってしまったのかと思うくらい夜が開けるのがはやかったという表現の面白さを
別の表現を面白さで表そうと思い、言い換えなどを使えるよう意識したのが難しかった。

52

The dew shines on the leaves,
shaken by the cool breeze,
dancing in the light like drops of pearls.
As silence wraps the day,
autumn waits, eyes closed.

葉っぱの上で輝く露、冷たい風に揺られ、真珠のしずくのように光の
中で舞う。 静けさが一日を包み込み、秋は目を閉じて待っている。

もとの詩が、秋の静けさの中で際立つ白露の美しさや、留めていない真珠が散るようだとい
う儚さを表していると思い、露と秋に焦点を当てて作成した。shaken by the cool breeze,
は葉っぱが風に吹かれて揺れる様子、dancing in the light like drops of pearlsは水滴が
真珠のように舞う様子、As silence wraps the day, autumn waits, eyes closed.は秋の静
けさを表した。leaves とbreezeの音が似ていることで、少しリズム感を作れたと思う。

説明がありすぎても、無さすぎても詩の良さを表現できないと思うので、どこを削って何を
入れた方がいいのかが、難しかった。

53
Sunlight is streaming down
The drops float and fly
Like pearls from a necklace are scattered in the sky.

太陽の光が差し込み、雫がふわりと舞う。真珠のネックレスが切れて
しまったように空に散った。

白露を雫に言い換えているところや紐に通してとめていない真珠をネックレスに例えた所を
工夫した。儚さを表現できたと思う。また、float and fly ではfから始まる単語をandで繋
げてリズム感をだした。他にも、flyとskyの韻が読んだ後に余韻を残せるようにした。

日本らしい景色や言葉が素敵に表現されている和歌だったので英訳し直すのが難しかった。
そのため、別の言葉で同じ表現をしている英訳文に生まれ変えることを意識して頑張った。

038　右近
忘らるる　身をば思はず　誓
ひてし　人の命の　惜しくも
あるかな

あなたに忘れられる我が身のことは何ほどのこ
ともありませんが､ただ神にかけて (わたしをい
つまでも愛してくださると) 誓ったあなたの命
が､はたして神罰を受けはしないかと、惜しく思
われてなりません。

54

You swore to love and then forgot,
You forgot everything I knew.
While God remembered you.
It's sad that life is gone

あなたは愛を誓って、そのすべてを忘れた。あなたは私が知っていた
ことを、全部忘れた。でも、神はあなたのことを覚えている。人の命
が無くなってしまうことはとても悲しいと言うのに。

あなたは私への愛や私のことを全て忘れてしまったけど、神に愛を誓ったことを、神は忘れ
ていないという解釈にしました。神に忘れられていないから、嘘をついたあなたの命は奪わ
れてしまうという意味になるように心がけました。

色々なツールを使い韻を踏んでみようと心がけたけれど、どうしても上手くいかなくて諦め
てしまったこと。

041　壬生忠見
恋すてふ わが名はまだき 立
ちにけり 人知れずこそ 思ひ
そめしか

わたしが恋をしているという噂が、もう世間の
人たちの間には広まってしまったようだ。人に
は知られないよう、密かに思いはじめたばかり
なのに。

55

When did you find out how I felt ?
How did you know? Why did you know?
I meant to keep my feelings for you a secret
only you,of all people.

いつ私の気持ちに気付いたの？ どうやって知ったの？なんで知ってる
の？ あなたにだけは私の気持ちを隠しておくつもりだったのに。

一文目から疑問形で始め、疑問文を続けることで、自分の噂がすでに立ってしまっていると
いう原文の焦りを再現できた。最後の一文は本来はof all people,only youが正しい語順だ
が、あえて語順を入れ替えることで”あなたにだけは”という意味を強調した。

気持ちがバレてしまった、という焦りと、一瞬のうちに広まってしまった虚しさと切なさを
表現するのが難しかった。

042　清原元輔
契りきな　かたみに袖を　し
ぼりつつ　末の松山　波こさ
じとは

かたく約束を交わしましたね｡互いに涙で濡れた
袖をしぼりながら､波があの末の松山を決して越
すことがないように､二人の仲も決して変わるこ
とはありますまいと。

56

You promised me without a doubt.
As we wrung our sleeves wet with tears.
You said you'd never change your mind until the tides had
cleared this mountain.

あなたは私に疑いもなく約束してくれた。 私たちが涙で濡れた袖をし
ぼりながら。 潮がこの山を越えるまでは、決して気持ちは変わらない
とあなたは言った。

文章を短い文で区切り、読みやすく、リズムがあることで詩のような効果を出した。without
a doubt は、誓いが強く揺るぎないものであったことを強調し、promised me により、話し
手と聞き手の関係が親密で個人的なものであることを示した。「山を潮が越える」＝不変の
象徴という和歌の比喩をそのままイメージで伝えようと試みた。

和歌特有の比喩表現を表現することが難しかった。「末の松山を波が越えることはない」と
いう言い伝えをもとに、「絶対に起こらないこと」を英語でどう表現するかを工夫した。

047　恵慶法師
八重むぐら しげれる宿の さ
びしきに 人こそ見えね 秋は
来にけり

このような、幾重にも雑草の生い茂った宿は荒
れて寂しく、人は誰も訪ねてはこないが、ここ
にも秋だけは訪れるようだ。

57

An abandoned, desolate house overgrown
with entwined vines layered upon layer.
No one comes to visit,
yet autumn still arrives.

幾重にも絡みつく蔓が生い茂る、荒れ果てた廃屋。誰も訪ねてこない
が、それでも秋はやってくる。

解説 ・「An abandoned」･･･放棄された ・「desolate house」･･･荒れ果てた家、住む人も
いない家 ・「overgrown」･･･一面に茂った ・「entwined vines」･･･絡みつく蔓 ・「layer
upon layer」･･･幾重にも ・「yet」･･･それでも ポイント ・「No one~」で「絶対に人が訪
れることのない」という意味を付けたかったので、全否定にした。

五七五七七の音を入れたかったが最後の一行だけどうしても思いつかなくて五七五七になっ
てしまったこと。

048　源重之
風をいたみ　岩うつ波の　お
のれのみ　くだけて物を　思
ふころかな

風がとても強いので、岩に打ちつける波が、自
分ばかりが砕け散ってしまうように、(あなたが
とてもつれないので) わたしの心は (恋に悩み)
砕け散るばかりのこの頃です。

58

I am like the violent waves,
crashing against your heart of stone,
always breaking,never reaching.
When will I get there?

私はまるで激しい波のよう/ あなたの石のような心にぶつかっては砕
ける/ いつも壊れて、決して届かない /私はいつになったら、たどり
着けるの？

violent:激しい　 ・「always breaking, never reaching」と対句のようにすることで、和
歌の「おのれのみ砕けて」という部分を表現している。「always breaking, never
reaching」は対比が効いている。また、「b」と「r」の音が繰り返されていて、リズムがよ
くなるようにした。 ・疑問形で締めくくることで、読者それぞれの解釈ができるようにし
た。また、疑問系で余韻を残すとともに、切なさも伝わるようにした。 ・「reach you」と
表現することで、対象（あなた）が明確になるようにした。 ・波を自分の心に例えていると
ころを英語で伝えるのが難しかったので、原歌にあった「波＝自分の感情」というところを
「私はまるで激しい波のよう」と表現することで、より直接的に伝わるようにした。 ・最初
に「I（私）」で始めることで、一人称の苦しみが読者に伝わるようにした

・詩では「岩にぶつかって砕ける波」と「女性に対して想いを砕く自分」を掛け合わせて表
現しているが、英訳ではどう表現したらよいか ・日本語では一つの単語に複数の意味をもた
せることができるが、英語ではそれが難しいため、表現の工夫が必要なところ ・日本語では
はっきりと言葉で表現しなくてもニュアンス、雰囲気でどんなことを言いたいのかが伝わる
が、英語では伝わりにくいところ ・はっきりと感情などを言わずに表現して、読み手の経験
や気持ちに応じて様々な意味を見出すことができるところがこの詩の魅力だったが、英語で
は言葉のニュアンスからどんなことを言っているのかを雰囲気で読み取ることが難しく、日
本語の曖昧な表現を英語で表すことが難しかった。 ・表現をぼかしすぎると少しも言いたい
ことがわからない、理由のわからない英訳になってしまうところ ・「報われない恋」という
言葉に表すことが難しい感情を自然描写を借りて表現しているという比喩表現を英語ではど
う表現したらよいかというところ

さて、あなたの心は昔のままであるかどうか分
かりません。しかし馴染み深いこの里では、花
は昔のままの香りで美しく咲きにおっているで
はありませんか。(あなたの心も昔のままですよ
ね)

人はいさ　心も知らず　ふる
さとは　花ぞ昔の　香ににほ
ひける

035　紀貫之

夏の夜は、まだ宵のうちだと思っているのに明
けてしまったが、(こんなにも早く夜明けが来れ
ば、月はまだ空に残っているだろうが) いった
い月は雲のどの辺りに宿をとっているのだろう
か｡

夏の夜は まだ宵ながら 明け
ぬるを 雲のいづこに 月宿る
らむ

036　清原深養父

(草葉の上に落ちた) 白露に風がしきりに吹きつ
けている秋の野のさまは､まるで糸に通してとめ
てない玉が、美しく散り乱れているようではな
いか｡

白露に　風の吹きしく　秋の
野は　つらぬきとめぬ　玉ぞ
散りける

037　文屋朝康
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生徒 英訳 日本語訳 解説とポイント 難しかった点原文

59

I was a fool.
I would die to see you.
With a long,long life.
I am a fool.I want to keep living .
With you long,long life.

わたしは愚かだった。あなたと会うためなら死ねると思っていた。こ
の退屈で長い人生といっしょに。わたしは愚かだ。わたしはあなたと
生き続けたい。この長い先の人生を。

wasとamを過去と現在で書くことにより、過去と今で考えが変わったことを表した。
long,long lifeを二回使い、しっかり使い分けている。最初は退屈で長い人生であると、マ
イナスなイメージで解釈をさせ、最後のは、希望にみちあふれたこれからの長い人生を表し
プラスのイメージを表している。

韻を踏むのがとても難しかった。また、単語の意味をしっかり理解し使うことがむずかしい
とかんじた。初めて私がこの一首を読んだときに感じた、初々しさ、思いのストレートさを
英語で出せるよう、長ったらしい文にするのではなく簡潔に表すことでストレートさを出し
た。初々しさを出せなかったのが悔しかった。

60

I didn't think anything about my life, but my thinking has
changed since I met you.
I want to live with you for forever.
I don't want to see a scene where my father died.

生きたいという欲がなく、なにもしたいことがなかった私の心情はあ
なたと会って一変した。あなたと永遠に生きていきたい。もうあんな
思いはしたくないのだから。

義孝は兄（挙賢）とともに優秀で容姿端麗であったと言われている。義孝は父（伊尹）と仲
が良かったものの972年（義孝が18歳のとき）に伊尹は亡くなってしまう。義孝はひどく悲し
み伊尹のことを思う和歌が多く読まれている。夕まぐれ　木こしげき庭を　ながめつつ　木
の葉とともに　おつる涙か（薄暗い夕方、木が繁っている庭を眺めながら、散る木の葉とと
もに落ちる涙よ）。義孝は出家も考えたそう。伊尹が亡くなったことによりショックが大き
く、生きる欲を失ってしまったのだと思う。（実際、伊尹が亡くなった2年後に兄である挙賢
とともに亡くなっている。）なので義孝はとてもいい出会いをしたものの、父が亡くなって
しまったときのトラウマがあったため「長くありたい」と言ったのだと思う。

義孝がどのような思いで「あなた」という人に和歌を送ったのかが難しかった。

61

If I can see your face only once,
I dedicate my life to you.
If I can be by your side,
I will be with you forever.
I hope ”I can live as long as you are alive”.

一度だけでもあなたの顔が見られるなら、私の命をあなたに捧げても
構いません。これからずっとあなたと在れるなら、私の命は永く続く
でしょう。あなたの命が続く限り、生きていられますように。

逢瀬(デート)をする前はとにかく一度でも、一瞬でも会いたい、結ばれたいという思いが強
かったが、逢瀬のあとは一度とは言わず命が続く限りはともに過ごしたいという愛おしさが
溢れていると解釈した。恋が実っていくにつれて感情が変化していく様子がストレートに描
かれている。「一度だけ」と「永遠に」で対比させている。平安時代では女性の顔を見られ
るのは特別なことだったので、ただseeやmeatを使うのではなく、あえて「see your face…
顔を見る」を使っている。

現代語訳をしたときの一文が長く、英文にリズムをつけることが難しかった。特に、「捨て
ても惜しくないと思っていた命でさえ」をどのようにして簡潔に、詩的に訳すかに時間がか
かった。

62
My faded life will be colored by you
I would seek your colors again
I would grow old with you if I could

私の色あせた人生はあなたに色付けられていく私はまたあなたの色を
求めてしまう 叶うならあなたと歳を重ねて行きたい

前回の反省点として、訳が単調すぎたと感じたため、上手だった人たちのようにあえて違う
言葉に置き換えることで、間接的に状況を読み手に想像させるような英訳を心掛けた。

はじめの1文はよく出来たと感じたがこのあとに続く文に「私は」を2日入れてしまったため
にくどいと感じるものになってしまった。言葉の言い換えを考える時にはよりオシャレなも
のを考えて何度も試行錯誤した。

63

I’m nearing the end of my journey.
Somewhere along the way,a flower bloomed.
It showed me how to live-with quiet strength.
I have come too far to stop walking now.

私の旅は終わりに近づいています。旅で通ったあるどこかの道で、一
輪の花が咲いていた。その花が静かに強くたっている。それは私の生
き方を示してくれた。旅が終わりに近づき、遠くまで歩いてきた現
在、まだ歩くのを止めるべきではない。

人生を旅に例えて、ストーリー性を生み出した。ストーリーを作ることで義孝が和歌に込め
た時間の経過を表現した。その中での気持ちの変化を、旅で出会う花に例えて変化する想い
を表現した。最後に長く生きたいということを、旅を終えるのはまだ。という表現にした。

和歌を自分の英語知識の範囲内で表現するのがとても苦労した。当たり前に使える単語は限
られて、文法もある程度型にはめていかなければいけない。そこに時間を使った。前回とは
系統を変えてストーリーで表現したから起承転結を考えるとこも難しかった。

051　藤原実方朝
臣

かくとだに えやはいぶきの
さしも草 さしもしらじな 燃
ゆる思ひを

これほどまで、あなたを思っているということ
さえ打ち明けることができずにいるのですから､
ましてや伊吹山のさしも草が燃えるように、私
の思いもこんなに激しく燃えているとは、あな
たは知らないことでしょう。

64

the grass on Mt.ibuki is burning
my love for you is burning
you’d not know that I love you so much
why don't I know your feelings

伊吹山の草が燃えている。私のあなたへの愛も燃えている。あなたは
私があなたをどんなに愛しているか知らないだろう私はあなたをこん
なにも愛しているのに。

伊吹山の草が燃えることとあなたへの思いを同じリズムで表すことでその二つが同じくらい
燃えていることを表した。後半の二文ではとても愛していることを表している

音節の数やリズムをそろえて英訳すること。英語の詩を作る時のルールは守りつつも和の雰
囲気を出すこと。

052　藤原道信朝
臣

明けぬれば　暮るるものとは
知りながら　なほ恨めしき
朝ぼらけかな

夜が明ければ、やがてはまた日が暮れてあなた
に会えるものだと分かってはいても、やはりあ
なたと別れる夜明けは、恨めしく思われるもの
です。

65

The sun rises,
I'll have to leave you.
When night falls,
I'll come back to you.
Yet, I resent the impatient dawn.

太陽が登ってしまう。私はあなたの下から去らなくてはいけない。夜
が来たらあなたに会える。それでも私は早すぎる夜明けを恨んでしま
う。

・５個の区切りになっている・「明けぬれば」の部分を「夜が明けなければ」ではなく「太
陽が登る」とすることでなるべく使う単語数を減らしている・和歌自体に含まれた「恋人と
の逢瀬」という状況を「恋人」とは直接書かず「あなた」を使いながら表している・「恨め
しい夜明け」を「早すぎる」という表現をつけることで、恋人ともっと一緒にいたいという
気持ちから夜明けを恨んでいること強調している・「知りながら」の「知る」という単語は
わざわざ使わなくても意味が理解できる・恋人の元から去らなくてはいけないことをあえて
余計な説明を入れずに「I'll have to leave you」だけでストレートに表現している・擬人
法を使っている・あなたに会えるを「meet」や「see」をわざわざ使わず、「come back to
you」＝「あなたのもとに返ってくる」≒「あなたにまた会える」と表現した・「The sun
rises,/I'll have to leave you.」、「When night falls,/I'll come back to you」を同じ
語数にして韻を踏ませた

「日が明けてもまた夜が来る」というニュアンスをどうやって英語に落とし込むか・和歌自
体にはただ夜明けがきて恨めしいということしか書いておらず、恋人との逢瀬については和
歌の意味から読み取るしかないので逢瀬について直訳してもいいのか、したところでどうす
れば説明すぎない英訳になるのか・「夜がくればまたあなたにあえる」という表現をどうす
るか・韻をどうやれば入れれるのか

054　儀同三司母
忘れじの　行末までは　かた
ければ　今日を限りの　命と
もがな

いつまでも忘れまいとすることは、遠い将来ま
ではとても難しいものですから､(あなたの心変
わりを見るよりも早く) いっそのこと、今日を
最後に私の命が終わって欲しいものです。

66

I was so happy that I said I wanted to die.
but
Why isn't love eternally?
Why isn't today the last day?
To you who said you would never forget.

私は嬉しくて死にたいと、言葉が出た。しかしどうして恋は永遠では
ないのか？どうして今日が最後の日ではないのか？と私からいつまで
も忘れないと言ったあなたにむけて。

この詩は作者（儀同三司母）が藤原道隆の想いを浮かべながら作っている詩だと思ったか
ら、英訳をする時にwhy~~を使って、2回繰り返してリズム感を作ると共に、恋が永遠に続い
て欲しい願望の気持ちと難しさを表し、訴えかけているような表現にした。

「今日を限りの 命ともがな」の死んでしまいたいという部分を、直接死にたいと訳すと詩の
内容が英文だけだと正確に読み取りづかったため、どうやって表現するかが難しかった。だ
けど「私は嬉しくて死にたいという言葉がでた」という理由まで入れることで改善されたと
思う。

67
Meaningless time.
I wish I hadn't expected anything from him,
knowing this was bound to happen.

無意味な時間。こうなることが分かっていたなら、彼に何も期待しな
ければよかった。

最初は彼を待っていた時間を「無駄」と訳したが、無駄という言葉には怒りなどの強い感情
を含むため、後から「無意味」と訂正することでその時間が無価値だったと静かに絶望して
いる様子を再現することができたと思う。また、予測することが可能であったこと表せる
going to happen を使うより、bound to happen にすることで、「どうせ期待しても無駄
だった」と私がこの歌から感じ取った諦めや切なさが表現できると思った。

翻訳機にかけてしまえば細かいニュアンスの違いを理解しようとは思わないから知ることが
なく、より適切な表現を表すのが大変だった。

68

I should have slept without hesitation.
I was waiting for a long night.
The sky gat a little brighter.
I'm looking at the Waning Moon

躊躇わずに寝てしまえばよかった。 私は長い夜の中待っていた。 空
が少し明るくなった。 私は下弦の月をみている。

Waning Moon は下弦の月という意味。 下弦の月は夜中から朝方にかけて現れる。Waningとい
う語は、「衰える」「徐々に弱まる」「減少する」といった意味があり、WaningMoonで「欠
けていく月」という意味になる。男性に裏切られ、心が欠けてしまっている女性の心情にも
掛かっている。

ただ英訳するだけではダメで、歌の中の世界に入って、自分がまた一からつくる感覚で英訳
した。どうすればこの歌の切なさを出すことが出来るか難しくて、様々な表現を試行錯誤し
ながら作った。"I was waiting to see you."の部分は、最初"He didn't come"にしていたけ
ど、表現が直接的すぎてこの文だけ目立ってると感じ、変更した。

69

The road is far, the mountain steep,
No path I crossed, no promise to keep.
No note, no guiding hand, no line—
This voice is mine. I make my stand.

道は遠く　山は険しい 踏み越えた道もなく　約束もない 手紙も　導
く手も　一行の文さえもない この声こそが私自身の覚悟である

野田先生の英訳から着想を得て、前回着目していた単なる直訳で終えないということのみな
らず、読む際のリズムの良さや展開(ストーリー)も重視した。それらを踏まえてこの文が出
来上がった。 まず、ここでの「mountain」は大江山という山のことでありsteep(険しい)で
その険しさを伝えているように見えるが、実はこの山はワンダーフォーゲル部員である私か
ら言わせてもらうと、言うほど険しい山ではない。実際、大江山は初心者向けの山である。
では何がこの山を険しいと言わしめているのか、それは大江山には多くの人が知っているで
あろう酒呑童子という鬼の伝説であった。その伝説によって大江山は人々から恐れられてい
た。つまり実際に険しいかどうかではなく、そういう言い伝えによって大江山は人々に避け
られていた。その点からこの和歌の意訳としてあえてsteepを使っている。ちなみにthe
mountain steepは英語として違和感を感じるかもしれないが、実はこれはシェイクスピアら
による英詩の世界ではよく出てくる表現であり、この詩の世界ではリズムの良さや流れを確
保するために意味が伝わるのであれば、ある程度の文法崩壊は許容されている。また同様の
ことが「make my stand」にも言える。似た表現に「make a stand(立場を築く)」があるが、
これをさらに強調するためにaをmyに変換している。 全体を通して、小式部内侍が母親頼り
でないことを全面に表していて、和歌そのものにあった相手に向けた皮肉も上手く取り入れ
ることができたのではないかと思う。また小式部内侍自身の相手への思いを乗せた英訳に仕
上がったと思う。

小野小町の和歌を訳したときは、そのすべてを訳さないようにということを主に意識してい
たが、野田先生の作品を読んで、ただどう訳すかだけでなく、読み手がそれを声に出して読
んでみてどう感じるかという点に関してはまったく考えていなかった。リズムの良さも大切
であり、それを踏まえた上でどのように訳すか、ということを考えることが最も難しかった
と思う。特に日本語であればそう難しいことではないのかもしれないが、いざ英語となった
とき、単純な翻訳ではなく語彙力も要求される。この単元が始まった当初、正直和歌の英訳
は存外大したことのないものだと思っていたが、野田先生のような英語を専門とするような
人が作った作品を読むと、やはり自分との圧倒的な違いに気付いたと同時に、和歌を英訳す
ることの新たな難しさに気付かされた。もちろん、リズム感が皆無な英訳がダメなわけでは
ないが、読む際に心地よさを感じるような英訳も素晴らしいと感じた。また、注目すべきは
そのリズムの良さだけではない。日本語ではあまり時制を重視しなくても伝わることが多い
が、英語の場合は展開と時制を揃える傾向がある。だからこそ日本語を英語に完璧に訳すこ
とは不可能であり、それをどのようにして一致させるかというところについては、単に日本
語を英語にするだけでは不足する要素だと思った。今回そういった点を意識して作ったつも
りではあるが、野田先生ほどのリズム感の良さと文法的要素を加えるには、単なる英語力の
みではなく、語彙の高さや発想力が要求される非常に難しいものだったと思う。

70

My hometown, so far away
I cannot see my mother
I've forgotten how to laugh
In silence, I read
Alone in the dusk
No one truly knows
But my mother knows
And Mount Ōe knows

私の故郷は遠くにある／母に会うことはできない／笑い方すら忘れて
しまった／静けさの中私は詠む／黄昏のひとりきり／誰も本当のこと
は知らない／でも母だけは知ってくれている／そして大江山も

この詩は、若いのにも関わらず素晴らしい詩を作る小式部内侍が「あなたの母があなたの詩
を作っているのではないか」と藤原定頼に問い詰められているとき、言い返すために詠った
ものなので、１〜３行目で故郷や母との距離を訴え、４〜８行目で静かな現在を語りつつ、
孤独の中で希望を願う形にしました。最後の行の "Mount Ōe" は大江山という小式部内侍の
故郷の近くにある山のことであり、「私が１人で詩を詠んでいることを母と大江山だけでも
していてほしい」という感情を表現したかったので、原文にもある「大江山」をそのまま使
いました。また、音節は７音節を３回ずつ、５音節を５回ずつに揃え、話が転換するタイミ
ングで音節も変更しました。１行目(My hometown, so far away)と４行目(In silence, I
read)では話始めの形を揃えることも意識しました。

原文は、どんな状況で詠んだ詩なのかがわからないと内容の理解がしにくい詩だったので、
英語でどう表現するといいのかがわからなかったです。例えば、原文の要素を全部英訳に含
めようとすると収まりきらなかったり、どんな順序で書くべきなのかわからなかったりしま
した。なので、原文の特徴である「故郷」「母」というテーマを意識して自分なりに推測し
ながら英訳しました。

71

Blossoms of old Nara,
now bloom in the palace
as beauty endures,
also the imperial line
through the flow of time

かつて都だった奈良の誇りの八重桜が、今、京の宮中で華やかに咲い
ている。この時を超えた美しさのように天皇家も続いていくだろう。

「Blossoms of old Nara」で昔都として栄えた奈良に咲いていた八重桜について説明した。
私はこの和歌で重要とされることは「八重桜が咲いていること」でなく「奈良で咲いていた
桜が今は京都にあること」だと捉えたため、物理的な移動でなく、受け継がれている時間的
な移動に焦点を当てた。「as beauty endures」で、「その美しさが存在し続ける」というこ
とを表し、「also the imperial line」で「天皇家もまたこの美しさのように続いていくも
のである」という意味とした。最後の「through the flow of time」で、過去から未来への
時の流れを表した。

「にほふ」には「美しく咲いている」「気品のある」「芳香が漂う」等の複数の意味があ
り、どの意味を取れば理想的に訳せるかを判断する点。　天皇家の永続を願う表現をどこま
で直接的に表現すればよいかという点。

72

Once blooming in ancient Nara
these richly layered cherry blossom
now flourish in Kyoto’s imperial court
a fragrance that crossed centuries and capitals

かつて古の奈良で咲いていた 重なりつつ咲く八重桜は、 いま京の御
所に咲き誇り、 香りは時代と都を越えてもなお漂う。

日本語の掛詞を少し変えて英語似合うようにした。けふを今と表し最後の段では掛詞を直接
的に歌った

日本語だと表すことが簡単な時制であり場所も簡単に説明できるこの句だが英語だと奈良と
京都の遷都に加え桜と時代を表さないと行けないためとても難しかった

062　清少納言
夜をこめて　鳥の空音は　は
かるとも　よに逢坂の　関は
ゆるさじ

夜の明けないうちに、鶏の鳴き声を真似て夜明
けたとだまそうとしても、(あの中国の函谷関な
らいざ知らず、あなたとわたしの間にある) こ
の逢坂(おおさか）の関は、決して開くことはあ
りません。

73

Midnight hasn't broken.
Sunlight hasn't risen.
You try to imitate
chickens cry to mislead.
But I won’t be tricked
like in the Hang Pass story.
Never do I want to meet.

夜はまだまだ明けておらず、太陽も昇っていない。あなたは私を鶏の
鳴き声で騙そうとしますが、函谷関のようにはいきません。私はあな
たには会いませんよ。

nightとlightとかcryとtryとかwon'tとwantとか、音が似てる単語詰め込んでみた。 意味がうまくつながるようにしたところ。

063　左京大夫道
雅

今はただ　思ひ絶えなむ　と
ばかりを　人づてならで　い
ふよしもがな

今はもう、あなたのことはきっぱりと思い切っ
てしまおうと決めましたが、そのことだけを人
づてでなく、直接 あなたに伝える方法があれば
いいのですが。

74

I never wished to end this story.
And yet, I must bear this calamity.
If only I could let you know,
Not through a voice that the others speak,
But from my heart, and not just for show.

この物語を終わらせたくはなかった。 それでも、私はこの災難を背負
わなければならない。 他の人たちが話すような声を通してではなく、
でも、私の心から、見せかけではなく、あなたに知らせることができ
れば。

恋のことをstoryと書くことで物語にできるほどあなたを愛していたというニュアンスをだし
つつ、2行目のcalamity(災害、災難)という英単語を広義な意味(精神的苦痛)で利用し韻を踏
んだ。残り3行で、別れを伝えられるならば他人の声ではなく自分で伝えたいという内容を書
き、最後の行で見せかけではなく心からの愛であったことも表現した。

個人的解釈として作者が恋人を心から愛していたと考えていたので、その愛の大きさを表現
するのが難しかった。

(あなたが来ないと知っていたら) さっさと寝て
しまえばよかったものを､(あなたの約束を信じ
て待っていたら) とうとう明け方の月が西に傾
くまで眺めてしまいました。

やすらはで 寝なましものを
小夜更けて かたぶくまでの
月を見しかな

059　赤染衛門

あなたに会うためなら惜しいとは思わなかった
私の命ですが、こうしてあなたと会うことがで
きた今は､いつまでも生きていたいと思っていま
す。

君がため　惜しからざりし
命さへ　長くもがなと　思ひ
けるかな

050　藤原義孝

昔、奈良の都で咲き誇っていた八重桜が、今日
はこの宮中で、いっそう美しく咲き誇っている
ではありませんか。

いにしへの　奈良の都の　八
重桜　けふ九重に　にほひぬ
るかな

061　伊勢大輔

(母のいる丹後の国へは) 大江山を越え、生野を
通って行かなければならない遠い道なので、ま
だ天橋立へは行ったことがありません。 (です
から、そこに住む母からの手紙など、まだ見よ
うはずもありません)

大江山　いく野の道の　遠け
れば　まだふみも見ず　天の
橋立

060　小式部内侍



百人一首を英訳するpart.2-あなたの一首-　生徒英訳一覧　【1,3,5組】

生徒 英訳 日本語訳 解説とポイント 難しかった点原文

75

Lonely tree on quiet hill,
Only you can feel my will.
Cherry blooms in gentle light,
Bringing warmth through silent night.
You still shine within me, still.

静かな丘に立つ孤独な木よ、私の想いに共感してくれるのはあなただ
けです。やさしい光の中に咲く桜は、静かな夜に懐かしさを運んでく
れます。 あなたは今も私の心の中で輝いています。

・英語でも5-7-5-7-7に近い構成にした。 ・hill will still　と、light night　で韻を意
識した。（難しい単語もあったので調べながら取り組んだ。） ・「懐かしさ」は英語で
「nostalgic」だけど単語自体が難しかったので、より理解しやすい「warmth」を使って「ぬ
くもり」という表現に変えた。 ・原文の日本語訳では桜の木に対して「おまえ」と呼んでい
るが、今回は桜を慕っている表現にしたかったので、「あなた」や「〜ます」を使って尊敬
表現にした。

野田先生の英語の和歌を読んで、韻やリズムの大切さを実感したので今回は韻やリズムを意
識して取り組んだ。でも韻やリズムに気を取られすぎると自分が表現したかったストーリー
性がかけてしまうし、文一つ一つが途切れてしまいまとまりがない和歌になってしまった。
韻やリズムを保ちつつ、日本語の和歌特有の表現を入れるのが難しかった。

76

Let us pity each other and cherish each other,
mountain cherry blossom!
Other than you,
lonely flower,
there is no friend I know.

あなたも私の哀れみをわかってくれますか山桜。ここにはあなた以外
に私を知る友達などいないのだから

まずこの歌は、俗世を離れて厳しい修行を積んだお坊さんが修行中の寂しさを読んだ歌で誰
もいない山から桜を見つけ、まるで人のように話しかけて共感を求めている歌です。

哀れ、切ないなどの気持ちを英文にするときにどの英単語を使って表現したらいいか非常に
迷いました 君以外には‥ other than thee あわれむ‥pityingというふうにしました

068　三条院
心にも　あらでうき世に　な
がらへば　恋しかるべき　夜
半の月かな

(もはやこの世に望みもないが) 心にもなく、こ
のつらい浮世を生きながらえたなら、さぞかし
この宮中で見た夜の月が恋しく思 い出されるこ
とであろうなぁ。

77

Against my heart’s desire,
if I were to survive longer in an intolerable world,
it would surely be remembered—no doubt, with longing:
The moon at dawn—ah, that moon.

自身の早くこの世を去りたいという本心に反して、もし辛くて辛いこ
の世で、これから長く生きていくとするならば、きっと恋しく思い出
されるだろう。この夜更けの月がなぁ。

この歌は作者（三条院）が藤原道長との権力闘争に疲れ果て、退位を決意した際に読まれた
歌である。 第一行：以上に挙げた背景を踏まえ、「本当は死んでしまいたい」という三条院
の望みに反していることを含んだ英訳を考えた。英訳する際に、意図的に三条院の望みを直
訳せずに「my heart’s desire（自身の心の望み）」とし、三条院の心内の解釈の幅が狭ま
らないように表現してみた。 第二行：この世が辛くて耐え難いということを「intolerable
（耐え難い）」という単語を用いて表現した。また「長く生きていく」を英訳する際には
「survive（必死に生きる）」という単語を用いて、三条院が困難にもめげずに生きていくと
いう意味を含めた表現にしてみた。 第三行： 「no doubt（間違いなく）」を用いて 「必
ず、絶対に思い出される」といった強調する表現にしてみた。 第四行： 「“the moon” →
“that moon” 」と繰り返すことで、単なる自然現象ではなく、特別な意味を帯びた月であ
ることを暗示される表現にした。またダッシュ（—）を用いて、間を生むことで、感情の高ま
りや回想の余白を演出するような訳にした。そして情緒的・感覚的な強調を含む「ah」を用
いた。

難しかった点は、作者である三条院が「藤原道長との権力争いを通じて、どのような思いを
持ち、その心情をどのように月に反映させているのか」を踏まえた英文となるように文法・
語法表現を考えたことである。この歌を読むに至ったまでの三条院の生い立ちや心情の変化
などいろいろな観点を踏まえて、本文を何度も解釈し、その解釈を英訳にする際に、日本語
との表現のずれを考慮して、英訳を考え

78
The autumn leaves of Mount Mimuro
blown by stormy winds
become like brocade upon the Tatsuta River.

三室山の紅葉は嵐に吹かれ竜田川に錦のように彩る。
情景を思い浮かべやすいようにこの詩に登場する自然(三室山、紅葉、竜田川など)はすべて
残した。風で吹き飛ばすを英訳するとblowとsweptがあったがblowのほうがより遠くに飛ばし
ているというイメージのためblowにした。

詩としてのリズムを引き出すことができなかった。また、語順を正しく並べ替えるのが大変
だった。そして、感動している様子を英訳するのも難しかった。

79

The autumn leaves on Mt.Mimuro are flying in the air by the
storm violently,
and they are flowing in the Tatsu River slowly.
This scenery is so beautiful and so luxurious
like a Brocade fabric.

三室の紅葉の葉は嵐によって激しく吹き荒れており、竜田川にゆっく
り流れている。 その情景はまるで錦の織物のように美しく、豪華であ
る。

三室の紅葉の葉が吹き荒れて竜田川まで運ばれていくのを表現した。 そのまま訳すと、情景
が美しいだけになるのだけれど、錦の織物について調べてみると、 5色もの色を用いられて
おり、高級だったと言われていたので、luxuriousを用いた。 violentlyとslowlyを用いるこ
とで、リズム感を生み出し、嵐と川の対比を表した。

三室山、竜田川などの日本特有の場所が表現に使われていたので、どんなふうに その景色を
表すのか考えるのが難しかった。 錦の織物という言葉はあまり聞き馴染みのない言葉だった
ので、わかりやすくするにはどのような表現にすればよいか考えるのが難しかった。

80

As I step from my home, feeling quite alone.
I scan the dusk,
then everything place seems same.
They was wrapped in gray.
feeling lost in dismay, just like my heart.

私は家から出た時非常に孤独に感じた。その時、私は夕暮を見つめ、
どこも同じようなものであると思えた。すべての場所は淋しさに覆わ
れていた。私の感情が落胆して途方にくれているように。

脚韻を意識して英訳を書いた。（in grayとin dismay）など。この歌は法師が大原の地での
隠居生活の孤独を表している。ラストの句では、法師の孤独な心をgrayという「灰色」で表
した。

韻を踏みながら、それぞれの単語との相性のコロケーションを意識するのが難しかった。日
本語を直接的に訳さないようにちょっとした比喩的な感じで単語を使用した。

81

With a sad feeling,
I step outside and look around.
Wherever I look,
sadness also fills the autumn dusk.

寂しさとともに、外に出て辺りを見回す。どこを見ても悲しみが秋の
夕暮れを満たしている。

元々の現代語訳は「どこも同じような秋の夕暮れが広がっていた」というものだったが、
「悲しみが秋を満たしている」とすることで秋特有のメランコリーさを表現しようとした。

どうにかして「sad」を使わずにさびしさや悲しみを表現しようとしたが、直接それらを表現
したほうが良いと判断した。しかし、他に表現方法があったのではないか。秋独特の寂寥感
を表現するに至らなかった。故に難しく感じた。

82

The loneliness is growing,
so I tried getting out of my hermitage
and looking around.
There is lonely autumn at twilight,
as far as my eye can see.

寂しさが募るので、庵をでて辺りを見回した。そこには夕暮れに秋の
寂しさが、見渡す限り広がっていた。

この百人一首は良暹法師という比叡山の僧侶が多くの人で賑わっていた延暦寺から、隠居の
ため人気のない大原という場所に移り変わった頃に詠んだとされている。そのため、その寂
しさをより強く印象付けるためにもとの夕暮れという言葉から、盛りを過ぎて、勢いが衰え
る頃を比喩的に示す黄昏（twilight）に置き換えた。また、掛詞などの技巧が凝らされずに
見たままの情景が表現されているので、英訳の意味も大きく変化させなかった。

寂しい秋の夕暮れや庵などあまり英語で表現したことがないような言葉が出てきたのでどん
な英単語で表現すべきか難しかった。また、もとの百人一首で表現されている良暹法師の寂
しさがどのようにしたら解釈して訳すと伝わるのか試行錯誤した。

83
I can't stand the loneliness.
I went out, but the lonely autumn evening in the empty hills
and fields didn't make me feel any less lonely.

寂しくてたまらない。外に出てみたけれど、誰もいない野山の寂しい
秋の夕暮れは、私の寂しさを少しも和らげてはくれなかった。

最初に感情を明らかにして、和歌全体の雰囲気がわかるようにしました。また、原文の和歌
の日本語訳の「どこも同じように寂しい、秋の夕暮れがひろがっていた」という表現を少し
変えて訳し、秋の夕暮れがもつ寂しさをわかりやすいよう表現しました。

和歌の訳には詳しく書かれていない、「私」の寂しさに「秋の夕暮れ」の寂しさがどう影響
したかを考えることが難しかったです。

071　大納言経信
夕されば　門田の稲葉　おと
づれて　蘆のまろやに　秋風
ぞ吹く

夕方になると、家の前にある田の稲葉を音をた
てて、 葦葺きのそまつな小屋に秋風が吹き訪れ
ることよ。

84

As afternoon comes near and still
Soft sounds arise from rice leaves at the frugal gate
The lovely season says goodbye and visit
Just feelings Autumn's roaming breeze

午後が近づくにつれ、質素な門の稲の葉から柔らな音が響く。　美し
い季節が別れを告げ、訪れる。秋のそよ風を感じながら。

「家の前にある田の稲葉が音を立てて、」というところの英訳で、このときに読まれた場所
は源師賢という公家の家で和歌では粗末な表現でこの家を表現しているが、実際の家はどん
な家だったのかという和歌を調べないとわからないようなことを現代語訳との対比で英訳で
具体的に表現した。 この百人一首は秋の風景について読んでいるもので、公家の家をあえて
粗末な茅葺き屋根の家と表現しているのは読みてに秋の終わりを感じさせたいからで、美し
い立派な家も月日が経てばそれも薄れていく。終わりに近づいていくのがいい。季節も終わ
りに近づいていく頃がいい。ちょうど秋風が吹くような、、、のように終わりに近づいてい
くのが美しいという「終わり」を意識した英訳にした。 「吹き訪れる」というのは2種類の

この百人一首は他の百人一首に比べると原文が現代に近い表現なのでそれ自体をそのまま英
訳するのは簡単だけどどうしても長くなってしまうので、自分なりに解釈してこの表現は筆
者はどういう気持で詠んだのかを推測しながら短くしていくのが難しかったです。また一回
目の小野小町の英訳のときに韻を踏んだりして音のリズムを整えたりするのが、同じような
音の単語がなかなか見つからなくて、韻を踏むためのリズム探しが大変でした。

072　祐子内親王
家紀伊

音に聞く　高師の浜の　あだ
波は　かけじや袖の　ぬれも
こそすれ

評判の高い高師の浜の寄せてはかえす波で、 袖
を濡らさないようにしましょう。

85

I listened to you,
but
I won’t listen to you
so that
I don't get caught in a flirtatious wave
and
I don't let my tears get wet.

私は聞いています。浮気者のあなたのことは。私は聞きません。あな
たの言葉など。 袖に波がかかるくらい、袖を涙で濡らすような思いは
しないように

so that で別れる前半と後半で各々同じような言い回しにして、リズム感が出るようにしま
した。「私は聞きました」という部分と「私は聞きません」という部分を対比させたりし
て、同じような言い回しの中に全く違う内容をいれることができ、統一感を持たせながら文
を構成できました。

この歌は直訳しただけでは意味が伝わりにくく、意訳をいれる必要がある部分が大変でし
た。意訳を入れすぎても本来の歌の意味が薄れるし、なければ伝わらないので塩梅が難しい
と感じました。

073　前権中納言
匡房

高砂の　尾上の桜　咲きにけ
り　外山の霞　立たずもあら
なむ

高砂の峰にも桜の花が咲いたようだから､(その
桜を見たいので) 手前の山の霞よ､どうか立たな
いようにしてくれないか。

86

Cherry blossoms bloom
on a far and silent peak-
when the mist rolls in,
they vanish from my still gaze.
Please let no soft haze arise.

桜咲く 遠く静かな峰に かすみが立ちこめば 私の視線の中からきえて
しまう。 どうか、霞よ。立たないでおくれ。

57577のリズムを音数で表現 をa far and silent peak- でしたこと。静けさと距離を they
vanish from my still gaze.で表現したこと。 視界から消えてしまうという儚さを Please
let no soft haze arise.て表現したこと。直訳で表現しつつ、詩的な語りかけを意識し、自
然への静かな祈りを表現 見えなくなるを単にdisappearとせずにvanish from my still gaze
にすることで 感傷的で静かな響きを表現したこと

匡房作者である前権中納言匡房について知り、気持ちを知ろうとすること。 詩的な語りかけ
や儚さなどを表現すること。 百人一首を直訳するのではなく、自分の中で百人一首を解釈し
理解した上で言い回しを考え工夫すること。

87

Even if fate
tears us apart,
like a river
torn apart by rocks—
I still believe in us.
In you.
We’ll meet again—
somewhere, somehow

たとえ運命が僕たちを引き裂いても、岩に引き裂かれた川のように、
僕はまだ僕たちを信じている。君を。きっとまた逢えるー、どこか
で、きっと。

そのままの直訳だと、とてもシンプルになってしまい、あまりその時の情景がしっかりおも
い浮かばないなとおもったので運命によって引き裂かれてもまだ信じているという希望の表
現もいれて、2人の切なさときっとまた会えるという希望をすてていないということをしっか
り伝わるようにしました。そして最後はきっとまた会えると自分に言い聞かせている様な表
現を思い浮かべられるようにしました。

1番難しかったところはこの日本語訳を思い浮かべることです。最初はシンプルに直訳でいこ
うと思いましたが、それじゃあつまらないなと思い少し凝った日本語訳にしました。運命や
最後の文が1番思い浮かべるのが大変でした。その分いい文が作れたのでよかったです。

88

The stream runs fast
Split by the rocks, it does pass
Though we're far apart
I believe we’ll meet again
One day, our hearts will be as one.

川の流れは早い　 岩に別れながら、通り過ぎている　私達は遠く離れ
ているけれど　また会えると信じてる　ある日、私達の心は一つにな
る

一行目の「fast」と二行目の「pass」では似た音を使いリズムが良くなるようにした。また
四行目の「believe」と五行目の「be」でも音を意識し自然な流れを損なわないようにしつつ
リズム感を加えた。三行目の「apart」と四行目の「again」は厳密な韻ではないものの語尾
の音の響きが柔らかくつながっていて詩全体にまとまりが出るようにした。「Though we're
far apart」で距離や離れている状態をはっきり示しつつも、次の行で「I believe we’ll
meet again」と希望を持たせている。そうすることで、「離れていても心はつながってい
る」という対比の感情を強調している。最後に「One day, our hearts will be as one」と
することで離れている二人の再会と心の融合を表現し希望と愛の深さが伝わる終わり方にな
るようにした。

和歌はたった三十一音の中で感情、情景、季節感などを繊細に表現するが、英訳ではこの余
韻や書いてはいないけど読み取れることを含めるのが難しかった。この詩は一般的に恋の詩
であると読めるが、作者である崇徳院の時代背景を考えると、政治に対する憤りなども感じ
られるのでこの二つの思いを英語で詩に込めながらリズムをとるのが難しかった。また詩自
体の自然な流れのイメージを変えずにリズムや韻を踏ませることが難しかった。前回の英訳
よりもリズムを持たせようと思ったので掛詞などを使ったが使いすぎると意味がわかりにく
くなってしまうのでその塩梅が難しかった。しかし今回の詩は音読しても楽しめるようなも
のにできた。

89
past this time
We can only wait believing
we’ll reunite somewhere

どこかで再開できると信じながら、今は待つことしかできない

会いたいのに会えないという状況でいつか会いたいという解釈ができたので、いつか会える
かなと考えて待つという表現にした。崇徳院の人生がとても悲劇的なので、その最中にいた
恋人と引き剥がされることになってしまったと考えることができた。また、その人生ゆえに
女性に会いに行くということも難しかったのではないかと考えてお互いに会いたいけれど会
いに行くことができないというように捉えた。崇徳院は人生の終盤を流された讃岐で過ごし
ているため、生きているうちには絶対に会うことができないとわかっていても会えると信じ
たいという崇徳院の希望を詩にしているとも解釈できた。

崇徳院がとても悲しく、変わった人生なので、解釈が幅広くできてしまい、具体化するのが
難しかった。

私がおまえを愛しむように、おまえも私を愛し
いと 思ってくれよ、山桜。 (こんな山奥では)
おまえの他には私を知る人は誰もいないのだか
ら。

もろともに　あはれと思へ
山桜　花よりほかに　知る人
もなし

066　前大僧正行
尊

川の流れが早いので、岩にせき止められた急流
が時にはふたつに分かれても、またひとつにな
るように、わたし達の間も、(今はたとえ人にせ
き止められていようとも)後にはきっと結ばれる
ものと思っています。

寂しくて家を出てあたりを眺めてはみたが、こ
の秋の夕暮れの寂しさはどこも同じであるもの
だ。

さびしさに 宿を立ち出でて
ながむれば いづくも同じ 秋
の夕暮

070　良選法師

嵐が吹き散らした三室の山の紅葉の葉が、龍田
川 に一面に散っているが、まるで錦の織物のよ
うに美しいではないか。

嵐吹く　三室の山の　もみぢ
葉は　竜田の川の　錦なりけ
り

069　能因法師

瀬を早み　岩にせかるる　滝
川の　われても末に　逢はむ
とぞ思ふ

077　崇徳院
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90
The clouds are drifting with autumn breeze.
The moonlight is shining through the gap.
How clear its glow is.

秋風によって雲が漂っている。 その隙間から月の光がさしこんでい
る。 その輝きはなんて澄んでいるのだろう。

ひとつひとつの情景をシンプルに表現して英訳を読んだだけでも頭の中で情景が思い浮かぶ
ようにした。最後を｢月の光｣ではなく｢輝き｣にしたことで、月の光が輝くほど漏れているこ
とを表した。最初の二行は単語の数を同じにしてリズムを良くした。

月の光が澄み渡っている様子を表現するのが難しかった。ただ情景を表すだけだとただの英
文になってしまうので読んだ時に印象に残りやすくするのが難しかった。

91

The clouds stretch wide in autumn air.
Through the clouds, moonlight is clear.
It’s not perfection, not quite there.
It shifts with time. I can't ignore.
How beautiful this moonlight is!

雲が秋風に吹かれて引き伸ばされている。その雲から見える月の光が
澄んでいる。完璧なものではなく、時間の流れによって形が変化して
いく。なんて美しいのだろう。

前回の小野小町の詩の英訳の際に、自分の英訳に対する詩としての意識が足りなく、韻の部
分を工夫した方が良いと考えたため、韻に重点を置いた。「air」、「clear」、「there」、
「ignore」で韻を踏んでいる。また、原文そのままを英訳するのは物足りないし、この詩の
美しさが伝わらないと考えたため、自分の解釈である、この詩は日本人の美意識の根幹にあ
るわびさびを表現しているということを盛り込んだ。また、この英訳自体にも完璧ではない
美しさを盛り込みたかったため、最後はあえて韻を踏まず、感嘆文で終わらせた。「I
cannot ignore」の「I」はこのわびさびの美意識を持つ日本人を表している。

韻を踏むには同じ事象を複数の表現で表現する必要があり、それらの収集や表現技法を集
め、そこから韻を踏めそうなものを集めるのが難しかった。3つ目の文はどうしても思いつか
なかったため、日本人としての視点を取り入れたが、一人一人感を出したかったため、weで
はなく、Iを使って、それぞれが異なる視点を持ちながらわびさびの美意識を持っていること
を表現した。

92

The moon escaped through the clouds.
I lock eyes with you.
Why are you so stately and beautiful?
I was so amazed I couldn't move from it.

月が雲の隙間から逃げてきた。私とあなたは見つめ合う。あなたはな
ぜそんなに堂々として美しいのですか？私は驚いてそこから動けな
かった。

月を人に見立てて擬人法を使ったところ。そのおかげで見つめ合うなどの動詞を一緒に使う
ことができた。また左京大夫顕輔が月を見たときの驚きを動けなかったと表現したところ。

秋という表現をいれるのが難しく、結局いれることができなかった。また、元の和歌の月の
魅力をシンプルに表現しているところを考慮して作ったのが難しかった。

081　後徳大寺左
大臣

ほととぎす　鳴きつる方を
ながむれば　ただ有明の　月
ぞ残れ

ほととぎすの鳴き声が聞こえたので、その方に
目をやってみたが、(その姿はもう見えず) 空に
は有明の月が残っているばかりであった。

93

The cuckoo called
from somewhere lost.
I turned
no wings, no sound
just the moon
still listening.

ほととぎすが鳴いた。 それは、もうどこかへ消えた場所からだった。
私は振り返った。 けれど、羽音もなく、声もない。 ただ、月だけが
まだじっと、その声に耳を澄ませていた。

前回の詩の作成でいろんな改善点や作り方について学んだため、今回は物語のように捉えて
作った。また、ストーリー性を出すために、解釈を深く考えて英訳してみた。また、余韻や
時間の変化に注意しながら書いた。

まず、英訳するに当たって前回のいろんな人の詩の英訳を読んだり、野田先生の解説付きの
英訳を読んで、改めてどのように作りどんな英訳になるのがいいかなどを、今回新しく英訳
を始めるうえで悩んだところでした。今回は先生のやり方を参考に物語のように考えて英訳
してみようと思ったが、ストーリをこの詩から考えるとなると、あまり情報が多くない状態
から考えないといけなかったため、解釈を深堀りした。特に後徳大寺左大臣や詩についての
情景、時代のあり方について知ってから始めると少し内容や詩の意味を理解したり、思い浮
かべたりしやすくなると思った。

94
I can't escape in this life, I floundered in this life.
Any road, this isolation, is not an escape.
Even now, deep in the mountain, a deer is crying.

この人生から逃げる方法はない、私はもうもがき苦しんだんだ。どの
道だって、この孤独だって逃げ場じゃない。ほら、こんな山奥でも鹿
が鳴いている。

俊成の悩みというものは将来というどこへ行っても尽きることのない悩みだったので、人生
そのものを原文でいうところの「世の中」に置き換えた。山の奥という構造や作者の立場は
孤独そのものだなと解釈したので、「この山奥」という訳を孤独と表現した。 動物が鳴くと
いう表現もいくつかあるなかで、原文のニュアンスに近いcryを使用した。

思い入るという言葉をどう変換していいのかが難しくて時間をかけた。 原文には感情を表す
言葉がないから、founderedとつけていいのか少し迷ったから、他の英訳箇所でもあくまで感
情を直接表現するやり方は避けて訳を考えた。

95

This world’s a maze.
No path, just questions.
I slip into the hills of thought.
Even out here, away from it all
even the silence mourns

この世界はまるで迷路のようだ。道はなく、あるのは問いだけ。私は
思考の山へとすべり込んでいく。こんな場所まで来ても、全てから離
れても。静けさでさえ悲しんでいる。

"maze"（迷路） は人生における混乱（道がない）状態を視覚的に表現する。 道がないとい
うことを更に掘り下げることで迷いや葛藤しかないことを表現する。 "slip" は意図せず入
り込んでしまう様子を表した。 実際に山に入るのではなく、心の奥底に入り込むという比喩
のように表現した。 現実や人間関係から距離をおいた状態で世間から逃げて山に入る様子を
表現した。 鹿の鳴き声は古典的に孤独を表すため、鹿を出さずに、「静寂そのものが悲しん
でいる」と擬人化した。

和歌をそのまま訳すのではなく、自分なりの解釈や背景までを英訳に組み込み、物語チック
にして進めようとして難しかった。単語のセレクトやリズム、韻を踏ませたかったが単語自
体を多く知らないのでとても難しいと感じた。

96

Oh,world.
As if there were a way out from sadness and touguness.
No,there aren’t.
I entered the mountain.
I heard the sad cry of a deer there.
It's pathetic.

ああ、世界よ。悲しみや辛さから抜け出す道があればいいのに。いい
え、そんなものはない。わたしは山に入った。そこで鹿の悲しい鳴き
声を聞いた。哀れだ。

この和歌は哀しみからの脱却のため山にいったが、その頼みの綱であったその山でさえ、も
のの哀れの象徴とされていた鳴き声が聞こえてきて、抜け道があると思いたかったが、そん
なのあるわけないんだという切ない気持ちを詠んでると解釈した。だから古文でいう反語
「〜〜か。いやーーない。」を表したくて’No,there aren’t.’を用いて強めに前の語を否
定する表現を用いた。鹿の鳴き声はものの哀れの象徴だが古文だとそれは通用するが英語で
はそれを読み取りにくいと考えたので、悲しそうなという意味を付け加えたことで、哀れな
感じを出させた。またその後に直接的に哀れだという表現をいれることによってまとめとし
て哀れなものだと感じていることを表した。

どのようにしたら意味が伝わるか、かつ読みやすいか考えたときに、現実と感情を照らし合
わせて詠んでいる和歌のいいところをうまく活かせそうになくて難しかった。そこで遠回し
になにかを伝えるとき英語なら直接的に伝えることもありかなと考えたので直接的な感情も
入れてみた。直接的にするのも面白みがないしただの説明文になってしまったので文をコン
パクトにするなど試行錯誤を頑張った。

97

This is no way…
to turn away from the world.
Even this mountain,
which was the haven of my heart,
is dyed emptiness.

この世から逃れる方法はないものだ。私の心の拠り所であったこの山
でさえ無常感で染まっている。

...を入れたことで思い詰めていたり、「あぁ」みたいな感情を表現し、turn awayを使った
のはturn awayはなにかの要求を拒むときに使われるもので誰しもこの世から逃げたいという
要求は持っているはずだがそれは叶わないことを表現した。escapeもあったがescapeは危険
な状況から逃げるみたいな意味なので自分の解釈にはそぐわないと感じた。またこの詩には
鹿の鳴く声が出てくるが自分は鹿の鳴声は無常感の表れだと解釈しているため鹿の鳴く声は
登場させなかった。また作者はこの山を思い詰めた先の逃げ道や心の拠り所であったと自分
は思い本文にはないhaven of my heartというフレーズを入れた。そのことでかつては自分の
心の拠り所であったこの山と今のこの世の無常感で染まっているこの山を対比させより虚し
さを際出させた。さいごに自分はこの詩を読んだときに自然の緑と作者のマイナスな感情で
ある青が浮かんできたので、そういう色の要素を入れたかった。なのでふつう普通だったら
emptinessにdyeは使わないがemptinessを作者の気持ちの色と捉えdyeを使った。

もっと色んな要素を詰め込みたい気持ちはあったが、書かないことが日本の詩の良さだと
思ったためあえてあまり書かないようにしたが書かなすぎてもなぁとも思い、かなり悩ん
だ。また複数の解釈があるような英単語を使って掛詞的な表現をしたかったが知識も探す能
力もなかった。さらにこの詩は自然の緑と感情の青の色の対比がいいなと感じたがどう表現
したらいいか思い浮かばなかった。

98

I recall those distant days
When we weariness clung to my bones,
And sorrow stretched with no horizon in sight
yet now, from this quiet shore of time,
Even that struggle glows with tender light.

あの頃を思い出す 疲れ切った私を 先の見えない苦しみを 今ではそん
な私の努力も懐かしいなあ

最初の句では、I recall を用いて過去を思い出すようなニュアンスを入れた。過去に対する
前半の苦しみと、後半の輝かしい思い出としての対比を意識した。

最後の行の、今までの努力の記憶が優しく輝くような懐かしさを表現するようなニュアンス
を入れるのが大変だった。

99
Maybe there will come a day
We’ll miss these times now worn and gray.
I miss those days now when I thought it was hard.

いつかその日が来るのかもしれない 今では擦り切れて灰色になってし
まったこの時代を懐かしく思う。 辛いと思っていたあの頃が今は懐か
しい。

Maybeだともしかしたらという意味で確率が50%なのでこの英訳には適していないと感じた。
代わりにprobablyを入れてたぶん、恐らくという意味でより高い確信度を示すものにした。
Maybe there will come a day 元の "Maybe there will come a time" を少し短縮し、リズ
ム（8音節）を整えました。 day は後の gray と韻を踏む。 We’ll miss these times now
worn and gray. 「今のこの日々も懐かしく思う時が来るだろう」に相当する“worn and
gray” で「今はつらい・くたびれた」日々の比喩を強調。

文の流れが難しい。「つらいと思っていたあの頃が、今では懐かしい。だったら、今のこの
日々もいずれ愛おしく思い出す時が来るのかもしれない」という日本語訳に最初はしていた
が、「だったら」という部分を英語で表現するのが難しく他の日本語に置き換える案もな
かったので文を入れ替えた。「今のこの日々もいずれ愛おしく思い出す時が来るのかもしれ
ない。つらいと思っていたあの頃が、今では懐かしい。」という意味になる。 前回出来な
かったリズムを表現する事に挑戦した。ほんの一部分にしか取り入れることが出来なかっ
た。自分の考えた日本語訳からかなりズレてしまうことが多く、リズムよりも正確な意味で
表現することを優先してしまった。どちらもこなすことがとても難しいと感じた！

100

Life isn’t always easy.
Things don’t go smoothly
you live long enough,
yearn for those days
That’s been the case all along.

人生はいつも簡単ではない/ うまくいかないときもある/ 十分長く生
きていけば /それらの日々も懐かしく思うだろう /今までもそうだっ
たのだから

今は中々うまくいかなくてつらい状況にあるけど、これも今までのように過ぎ去れば懐かし
く思えるだろう。と自分自身に言い聞かせて励ましているような感じにした。励ましだから
言葉も含みをもたせるわけではなくストレートに書いてみた。

まっすぐに言葉を並べるのか和歌っぽくすべてを語らずに含みを持たせて書くかすごく迷っ
た。ただ私の解釈的に自分へのメッセージっぽくしたかったので今回はストレートに言葉を
綴ってみた。

101

If I live long
days I endured now may be remembered
days I once thought they were hard
now recalled nostalgically

もしも長く生きていれば、辛いと思っている今この時もまた懐かしく
思い出されてくるのだろうか。辛いと思っていた昔の日々も、今と
なっては恋しく思い出されるのだから。

リズムと対句、そして韻を意識しました。真ん中２行の文を特にこだわりました。はじめの
音と終わりの音を一致させました。そうすることで音のバランスが良くリズミカルに表現出
来た。対句法を使い、nowの対比的な意味である「過去」をonce(かつて)で表現した。直接的
な表現（感情など）の単語を出さずに感情を表現した。endured(耐えた)は「辛かった」の意
味を込めて英訳した。nostalgicallyはやや感情語だが控えめな表現にした。

時間の流れが難しかった。現在→過去→現在→未来となっていてこれを英訳していくうえで
時制、助動詞が何系になるかの判断がとても難しかった。和歌において感情を使わずに表現
するのが美しいところであり、それを英語で感情語を使わずに表現するのが難しかった。そ
のため少し曖昧、控えめな表現を使いました。韻や音のバランスが難しかった。実は３行目
の文章は少し不自然であり、daysはなくてもいいが和歌独特の不完全さを表現するためにあ
えて残した。それと２行目との音や韻を関連させたかったからです。

102

what a terrible you are!
How long will that moon steal my heart?
Love in the light of the moon.
Tears in the light of the moon.
Hidden thoughts float like the moon once more.

あなたはなんてひどいの！あの月はいつまで私の心を奪うのだろう。
月に照らされる恋心　月に照らされる涙　秘めていた想いが再び月の
ように浮かぶ

原文の現代語訳に「かこち顔なる」という表現で「月のせいにする」という意味があり、恋
の嘆きの原因を西行法師が月にぶつけていることを強調させたかったので強い感情を表す感
嘆文を用いた。感嘆文を用いることでインパクトのある英訳になった。西行法師は暗闇の中
で輝いている月を見て、月と自分の心の奥（暗闇）に秘めた恋心を重ねてしまったという解
釈をしたので「月」を強調させ、「月＝恋心」として月と恋心が密接に関係していることを
表現した。疑問文を用いることで西行法師が自分の恋心をどうすればいいのかわからず、困
惑していることを表現することができた。「月に照らされる恋心、月に照らされる涙」で同
じ表現を繰り返し、リズム感を持たせた。また、「月に照らされる涙」で涙が月に照らされ

西和歌の自分なりの解釈を日本語訳とすると説明的になってしまい、詩的なリズムを残すこ
とが難しかった。文を区切るような感じになってしまい、流れるような心地よいリズムを持
たせるのが難しかった。同じ意味の単語がないか探して韻を踏む事ができないか模索した。

103

Of course the moon did not command
my heart to break, nor grief to start—
it’s love I mourn in silent tears,
while blaming moonlight for my heart.

もちろん、月が私の心に命じたわけじゃない。 心が壊れ、悲しみに沈
むように仕向けたわけでもない。 私が静かに涙するのは、恋のせい。
それなのに、私は月明かりのせいにしてしまうのだ。

この訳では、月が本当に物思いをさせたわけではないという理性的な出だしから、徐々に恋
による痛みが明かされていく構成になっている。 「涙の理由は恋であるのに、それを月のせ
いにしてしまう」という感情の流れを、“blaming moonlight” という表現に込めた。 全体
として、静かで内省的なトーンを保ちながら、西行の歌が持つ「自然に心を映す」ような美
的感覚を、英語でも再現することを意識した。

「かこち顔なる わが涙かな」の訳が特に難しかった。 これは「恋のせいで泣いているの
に、月のせいにしてしまう」という複雑な気持ちを表している。 説明しすぎると詩の余韻が
なくなるので、 “blaming moonlight” の表現で自然にその心情を伝えるよう工夫した。

世の中というものは逃れる道がないものだ。(こ
の山奥に逃れてきたものの) この山奥でも、(辛
いことがあったのか) 鹿が鳴いているではない
か。

世の中よ 道こそなけれ 思ひ
入る 山の奥にも 鹿ぞ鳴くな
る

083　皇太后宮大
夫俊成

秋風に吹かれてたなびいている雲の切れ間か
ら、もれでてくる月の光は、なんと清らかで澄
みきっていることであろう。

秋風に たなびく雲の 絶え間
より もれ出づる月の 影のさ
やけさ

079　左京大夫顕
輔

嘆き悲しめと月はわたしに物思いをさせるのだ
ろうか。 いや、そうではあるまい。本当は恋の
悩みの所為なのに、まるで月の仕業であるかの
ように流れるわたしの涙ではないか。

嘆けとて　月やは物を　思は
する　かこち顔なる　わが涙
かな

086　西行法師

この先生きながらえるならば、今のつらいこと
なども懐かしく思い出されるのだろうか。昔は
辛いと思っていたことが、今では懐かしく思い
出されるのだから。

長らへば またこのごろや し
のばれむ 憂しと見し世ぞ 今
は恋しき

084　藤原清輔朝
臣



百人一首を英訳するpart.2-あなたの一首-　生徒英訳一覧　【1,3,5組】

生徒 英訳 日本語訳 解説とポイント 難しかった点原文

087　寂蓮法師
村雨の　露もまだひぬ　槇の
葉に　霧たちのぼる　秋の夕
ぐれ

あわただしく通り過ぎたにわか雨が残した露も
まだ乾ききらないのに、槇の葉にはもう霧が立
ちのぼっていく秋の夕暮れである。(なんともも
の寂しいことではないか)

104

Just after a passing shower,
the dew still clings to the maki leaves,
not yet dry.
And already,
the mist is rising.
how lonely is this autumn evening.

にわか雨が通りすぎたばかり。 槇の葉にはまだ乾かない露が残ってい
る。 それなのにもう、霧が立ちのぼっている。なんと寂しい秋の夕暮
れだろう。

1.a passing shower:「急に降ってすぐ止む雨 ｣を村雨と表現した。 2. still clings：｢ま
だくっついている｣3. to the maki leaves:「槇の葉に」槇はあえてローマ字表記にし強調し
た。4. how lonely is 〜…:感嘆文（How+ 形容詞 + 動詞 + 主語）「なんて〜なんだろう」
にすることで読み手に秋の寂しさを感じやすくさせる効果を持たせた。私はこの歌は、槇の
葉の露や霧をみて秋の寂しさを感じていると解釈したため、全体的に現在進行形にするよう
にした。

難しい単語を避けつつ自然になるようにするのが難しかった。本文の現代語訳をそのまま日
本語訳にすると意味が伝わりずらく、表現するのが難しかっため、少し意訳した。

089　式子内親王
玉の緒よ 絶えなば絶えね な
がらへば 忍ぶることの 弱り
もぞする

わたしの命よ、絶えることなら早く絶えてほし
い。このまま生きながらえていると、耐え忍ん
でいるわたしの心も弱くなってしまい、 秘めて
いる思いが人に知られてしまうことになろうか
ら。

105
If I must die, let it be now—
before my heart betrays me and you see how deeply I’ve fallen
for you.

もし私が死ななければならないのなら、今死なせてほしい。私の心が
裏切り、私がどれだけ深くあなたを愛していたかをあなたが知る前
に。

「我が命を絶えてしまうのなら絶えてしまえ」を仮定系を使い、その後に「I must die」で
mustを使うことによって避けられない表現にした。「my heart betrays」でここを裏切ると
訳し、心の感情が暴露してしまうと比喩的に表した。「fallen for you」であなたに堕ちる
という表現にしてそこに「I’ve」を使うことで現在完了にし、「深く恋してしまった」とい
う表現にした。

元文の後半の訳は耐え忍ぶ気持ちが弱ってしまうとなるが、その弱ってしまうという表現を
表すのが難しかった。野田先生を参考にしてストーリー性をつけようと思ったが、なかなか
思った通りの表現にならず難しかった。

090　殷富門院大
輔

見せばやな　雄島のあまの
袖だにも　濡れにぞ濡れし
色はかはらず

(涙で色が変わってしまった) わたしの袖をあな
たにお見せしたいものです。あの雄島の漁夫の
袖でさえ、毎日波しぶきに濡れていても、少し
も変わらないものなのに。

106

Look at my sleeves.
The sleeves of the fishermen in Mutsu get wet with seawater
while my sleeves are only dyed red.
These beauties you took away from me will never return.

私の袖を見てください。陸奥の漁師の袖は海水で濡れるが、私の袖は
赤色にしか染まらない。あなたが奪っていった美しさはもう戻らない
のに。

初めに「Look at my sleeves」：私の袖を見て、と訳すことで袖を強調して読み手に着目さ
せようとした。本家でも「見せ場やな」と強調することで読み手の意識を袖に注目させてい
るのでそれと同じ効果を英訳でも表現した。「陸奥の漁師の袖は海水で濡れる」と「私の袖
は赤色にしか染まらない」を「while」：一方で、を使って対比させた。対比によって、内容
をより明確にし、感情や印象を強めている。本家では、袖が血で赤色に染まることを暗示し
ているが、この英訳では「赤色にしか染まらない」と表現することで読者に内容が伝わりや
すいようにした。ここでの奪われた「 beauties」＝「美しさ」はあえて複数形にすることで
「自分の心の純粋さなど内面的な気持ち」と「着物の色彩、見た目」を表していて、掛詞で
はないが２つの意味を意識してつくった。

本来、この和歌では「涙を流しすぎて血の涙で袖が染まっている」ということを暗示してい
るものだが、暗示していることを伝えるためには直接的な訳にしなければいけなかった点が
難しかった。また、本来の和歌らしくシンプルな表現を使うことを心がけたが、この和歌で
の「辛い恋への激情」を伝えるためには文を付け加える形を取らざるを得なかった。

091　後京極摂政
前太政大臣

きりぎりす　鳴くや霜夜の
さむしろに　衣片敷き　ひと
りかも寝む

こおろぎがしきりに鳴いている霜の降るこの寒
い夜に、むしろの上に衣の片袖を敷いて、わた
しはたったひとり寂しく寝るのだろうか。

107

I sleeped at cold night with thin bed,
listening to cry katydid,
My sleeve instead of a pillow.
I wish I could sleep with anyone.

寒い夜、薄い掛け布団で眠る、 キリギリスの鳴き声を聞きながら、
私の袖を枕の代わりにして。 誰かと一緒に寝たい。

添い寝をしてくれるような存在がおらずキリギリスの声だけが聞こえてくるという一句であ
る。本心として誰かとともに寝たいという気持ちがあるので最後に持ってくることで伝える
ことができたと思う。

英訳したときに直接的な表現にしてしまったのでそれがあまり良くなかったと思う。悲しい
雰囲気が表現できなかった。

108

I was walking on the beach
I was seeing a small boat
Drawn from the land
Oh,,,,,like this,just like this
An ordinary scene is precious
An ordinary everyday is gracious
The world doesn't change like this forever

海辺を歩いていた/ 小さな船が見えた/ 陸から引かれている/ あぁ、
こうゆのでいい、こうゆのでいいんだ/ 普通の景色がこの上なく愛し
い/ 普通の日々がこの上なく素晴らしい/ 世界がいつまでもこんなふ
うに変わらないでいてほしい/

野田先生のストーリーを持たせたというところに感銘を受け自分も俳句をストーリーとして
考えてみることにした「海辺を歩いていていた」や「こういうのでいい」は本文にはない。
そして全体的に韻を踏むことに重きを置いた。ほんとは文の最後で韻を踏むのがいいのだろ
うがI was walking on the beachとI was seeing a small boatでは文の前半で踏みAn
ordinary scene is preciousとAn ordinary everyday is graciousでは文の前半と後半で踏
んでいる そしてこうゆうのでいい、のところのlike this,just like thisを繰り返すことに
より強調した。そしてここでのlikeは文法的には〜の様なという意味だが、likeの持つ好き
という意味もこの俳句の作者がこうゆう景色が好き、という意味も持たせて個人的には使っ
たつもりだ。 そして最後に締めとしてThe world doesn't change like this foreverを持っ
てきた。声に出して読みたくなるようなものが完成したので嬉しい。

ストーリーを考えるに当たってどの程度の脚色なら元の文の意味を崩さないかと考えるのが
難しかった。そして韻を踏むときに伝えたい意味で韻を踏むための単語を調べるのも難し
かったし、韻を踏もうとするあまり文法や内容がぐちゃぐちゃになってしまった気がした。
そして、無理やり韻を踏むために単語を選んでしまったのでこじつけ気味になってしまった
気がする。一番難しかったのは鎌倉右大臣の「あぁ」という感情を表すのが難しかった。こ
のしみじみとした感情を表す単語は見つからず、しみじみと言うより明るい感じの喜びに
なってしまった気がする。Ohの後に,,,,,,をつけることによりしみじみを表したつもりだ。

109

In changing world
I'm seeing sea people
his behaver, his figure made me poignant
endless stillness and amicable
foever I hope in shore

変わりゆく世の中で海人を見ていた。彼の姿、振る舞いが私を切ない
気持ちにさせる。永遠の静寂と平和を永遠に波打ち際で願っている。

切ないを表現するために poignantを使った。foreverを2回使うことで永遠に続いてほしいと
いう気持ちを強調した。平和を表現するためにpeasefulではなくamicableを使うことで内部
争いが多かった時代背景を考慮した。最後の文章はI hope foreverとも表現できるのだが、
頭にforeverを使うことで文全体の印象が多少詩的になったような気がした。

小野小町の和歌と比べて感情が書かれているので、英訳したとき直訳した和歌になってしま
うことが多々あった。切ないをそのまま英語にするとpainfulになり、和歌全体の印象を悪く
するおそれがあり、詩的な表現に直すのが難しかった。

110

Please, I want this world to stay the same forever.
A small boat rowing around the surf and pulled from the land by
a net
A very normal daily scene is sad and lovely.

どうか、この世界がずっとそのままでいてほしい。/波打ち際を漕ぎ、
網に引っ張られて陸から引き揚げられる小さな船/ごく普通の日常の風
景が切なくて愛しい。

pleaseを付け加えて日常が変わらないでいて欲しい気持ちを強く表現した。一見ごく普通の
光景に見えるが、変わらない物への愛しさ、日常への価値を感じれるように工夫して英訳し
た。

「渚にそって漕いでいる、漁師の小船をひき網で引いている」の部分を直役すると、かなり
長くて分かりにくい英語になってしまう。ここをどう完結に訳すかが難しかった。

095　前大僧正慈
円

おほけなく うき世の民に お
ほふかな わがたつ杣に 墨染
の袖

身のほど知らずと言われるかもしれないが、(こ
の悲しみに満ちた) 世の中の人々の上に、墨染
の袖を被いかけよう。 (比叡山に出家したわた
しが平穏を願って)

111

Beyond my worth, I spread my sleeve,
To shield the world in sorrow's weave—
Here in the woods, alone I stay,
In ink-black robes, I kneel and pray.

私の価値を越えて、私は裾を広げて、この悲しみが織り成す世界を守
る為に、山の中に独り泊まり黒染めの裾を纏い跪きながら

①Beyond my worth" → 「おほけなく」＝自分には分不相応なこと。 ②I spread my
sleeve" → 袖を広げる行為は、和歌では「思い」「祈り」「情」を表す。 ②To shield the
world in sorrow's weave" → 「うき世の民におほふかな」＝苦しみの中にある人々を包む
こと。 ③Here in the woods" → 「わがたつ杣」＝山の中に籠もっている様子 ④In ink-
black robes, I kneel and pray." → 「墨染の袖」＝墨染めの衣、祈りを含んだ仏道修行。
abab調の韻を使っている押韻（sleeve / weave, stay / pray） 4行詩の構造

リズムを意識したところ 日本特有の謙虚さを表現するところ

097　権中納言定
家

来ぬ人を まつほの浦の 夕な
ぎに 焼くや藻塩の 身もこが
れつつ

どれほど待っても来ない人を待ち焦がれている
のは､松帆の浦の夕凪のころに焼かれる藻塩のよ
うに、わが身も恋い焦がれて苦しいものだ。

112

While I wait.
Wind and sea became quiet.
He hasn’t come yet.
Love is like drying in the Sun.
I am longing for love.

待っているかたわら／風、海は静かになった／彼はまだ来ていないの
に／恋は天日干しのようだ／私を焦がしていく

becameとcomeのように似た表現を入れた。 「藻塩」をそのままの意味で訳すのは格好悪いと
思ったので、藻塩の作り方に「天日干しをする」という工程があったので、英訳に取り入れ
た。

「恋に焦がれている」か「恋は私を焦がしていく」で迷った。天日干しは太陽など「自然」
が絡むので、受け身になる方が合っていると解釈した。

この世の中はいつまでも変わらないでいてほし
いものだ。渚にそって漕いでいる、漁師の小船
をひき綱で引いている風情はいいものだから
なぁ…

世の中は　常にもがもな　渚
漕ぐ　あまの小舟の　綱手か
なしも

093　鎌倉右大臣


